
　

Ａ
Ｏ
入
試
や
各
種
入
試
形
態
に
よ
り
、
早
期
に
入
学
が
決
定
し
た
学
生
へ
の
、
大
学
入
学
後
の
学
習
意
欲
の
維
持
や

基
礎
学
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
入
学
前
教
育
が
行
わ
れ
始
め
て
相
当
の
時
間
が
経
過
し
た
。
具
体
的
に
は
、
早

期
に
合
格
が
決
定
し
た
後
の
学
習
意
欲
を
継
続
す
る
観
点
か
ら
、
①
特
に
12
月
以
前
の
入
学
手
続
き
者
に
対
し
て
は
、

入
学
前
教
育
を
「
積
極
的
に
講
ず
る
」
こ
と
、
②
各
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
大
学
と
連
携
し
学
習
意
欲
を
維
持
す
る

た
め
の
必
要
な
指
導
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
、
③
学
校
推
薦
型
選
抜
の
場
合
、
合
格
決
定
後
も
、
高
等
学
校
の
指
導

の
下
に
、
高
大
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

入
学
前
教
育
が
導
入
さ
れ
た
当
初
は
、
主
に
入
学
後
の
学
習
意
欲
維
持
と
基
礎
学
力
向
上
に
目
的
が
置
か
れ
て
い
た

が
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
や
入
試
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、
基
礎
学
力
を
一
定
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
へ
の
対
応
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
の
入
学
定
員
厳
格
化
な
ど
周
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
不
本
意
入
学
や
学
力
の
二
極
化

へ
の
対
応
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
特
集
で
は
、
各
大
学
に
お
け
る
入
学
前
教
育
の
位
置
付
け
や
内
容
、
課
題
や
今
後
の

展
望
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
各
大
学
に
お
け
る
入
学
前
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

特 集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題
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多
文
化
学
習
環
境
へ
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

―
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
お
け
る
入
学
前
留
学
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

―

五
十
峰 

聖
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
育
開
発・

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
准
教
授

大
久
保 

瞳
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員

河
野 

修
平
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員

入
学
前
教
育
―
新
た
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

保
護
者・

学
生・

大
学
に
よ
る
三
位
一
体
の
取
り
組
み

花
光 

清
●
阪
南
大
学
教
務
部
教
育
情
報
課
長

ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
入
学
前
教
育

―
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
取
り
組
み

―

吉
村 

雅
文
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
運
動
部
運
営
委
員
会
委
員
長

青
木 

和
浩
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
広
報
委
員
会
委
員
長

入
学
前
教
育
か
ら
高
大
接
続
や
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
へ
の
転
換

星
野 
次
郎
●
姫
路
獨
協
大
学
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
人
間
社
会
学
群
教
授

入
学
前
教
育
と
初
年
次
教
育
の
連
携

―
流
通
科
学
大
学
の
「
気
づ
き
の
教
育
」
へ
の
円
滑
な
移
行
と
準
備

南
木 

睦
彦
●
流
通
科
学
大
学
商
学
部
教
授

入
学
前
教
育
の
力
点
は
シ
フ
ト
し
て
い
る

～
入
学
前
教
育
を
充
実
さ
せ
る
観
点
の
整
理
～

及
川 

愛
●
㈱
進
研
ア
ド　

高
大
接
続
教
育
部
部
長

石
田 

あ
す
み
こ
●
㈱
進
研
ア
ド　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
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は
じ
め
に

　

入
学
予
定
者
に
対
す
る
入
学
前
教
育
の
一
環
と
し
て
、
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
以
下
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
で
は
、
毎
年
３
月
に
約

２
週
間
に
わ
た
る
入
学
前
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
だ
高
校
生
で
あ
る
入
学
予
定
者
を
対
象
と

し
た
入
学
前
の
留
学
研
修
は
、
国
内
で
も
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
目
指
す
本
学
の
こ
の

パ
イ
オ
ニ
ア
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
参
加
者
は
大
学
４
年
間

の
学
習・

留
学
な
ど
の
計
画
を
立
て
始
め
、
本
学
特
有
の
多
文
化

学
習
環
境
に
お
い
て
不
可
欠
な
学
習
習
慣・

態
度・

ス
キ
ル
の
習

得
と
定
着
を
初
年
次
か
ら
意
識
し
、
さ
ら
に
は
英
語
の
効
果
的
、

か
つ
継
続
的
な
学
習
方
法
を
学
ぶ
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
な
い
日
本
語
基
準１国
内
学
生２（
以
下
、
一
般
学
生
）

よ
り
も
早
く
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切
り
、
よ
り
明

確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
大
学
４
年
間
を
最
大
限
に
活
用
す
る
よ

う
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

１　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
と
変
遷

　
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
文
部
科
学
省
の
補
助
事
業
「
大
学
の
世
界
展
開

力
強
化
事
業
（
タ
イ
プ
Ｂ
：
米
国
大
学
等
と
の
共
同
教
育
の
創
成

支
援
）」（
２
０
１
１
～
２
０
１
５
年
度
）
に
採
択
さ
れ
、本
学
の
４

月
入
学
予
定
者
の
う
ち
同
年
１
月
ま
で
に
合
格
が
決
ま
っ
た
者
を

対
象
と
し
て
、協
定
校
で
あ
る
米
国
テ
キ
サ
ス
州
のSt. Edw

ard’s 

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

多
文
化
学
習
環
境
へ
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

―
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
お
け
る
入
学
前
留
学
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
―

五
十
峰 

聖
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
育
開
発・

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
准
教
授

大
久
保 

瞳
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員　
　
　

河
野 

修
平
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

オ
フ
ィ
ス
職
員　
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U
niversity

（
以
下
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
）
と
の
共
同
実
施
体
制
に
よ
っ
て

２
０
１
１
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、

派
遣
学
生
数
の
拡
大
を
目
指
し
、
特
に
英
語
力
の
高
い
層
を
対
象

と
し
て
、
米
国
モ
ン
タ
ナ
州
のCarroll College

で
も
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
始
し
、
２
大
学
で
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
（
２

０
１
９
年
３
月
派
遣
）
か
ら
は
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
受
け
入
れ
拡
大
が
可
能

と
な
る
た
め
に
、
再
び
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
１
校
体
制
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
募
集
人
数
を
こ
れ
ま
で
の
32
名
か
ら
38
名
へ
と
拡
大
す
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
開
始
時
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
入

学
予
定
者
を
米
国
へ
短
期
派
遣
し
て
入
学
前
か
ら
異
文
化
環
境
を

体
験
さ
せ
る
と
と
も
に
、
入
学
後
４
年
間
の
学
修
目
標
を
派
遣
中

に
設
定
さ
せ
、
初
年
次
教
育
に
お
け
る
学
び
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
学
生
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
世
界
展

開
力
事
業
採
択
に
際
し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
Ｓ
Ｅ
Ｕ
と
の
複
数

の
共
同
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
積
み
上
げ
式

協
働
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
つ
と
し
て
設
計
さ
れ
た
た
め
、
参

加
学
生
は
後
続
の
上
回
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
さ
ら
な

る
異
文
化
理
解
力
、
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　

２
０
１
７
年
度
（
２
０
１
８
年
３
月
派
遣
）
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
成
果
に
対
す
る
評
価
方
法
の
改
善
を
念
頭
に
、
そ
の
目
的
を

①
４
年
間
の
学
修
計
画
の
立
案
、
②
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
多
文
化
協
働
学
習

を
進
め
る
上
で
必
要
な
資
質・

ス
キ
ル
の
修
得
、
③
英
語
力
の
向

上
と
英
語
を
継
続
的
に
学
習
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
３

点
に
整
理
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
評
価
方
法
も
検
討
さ
れ
た
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
①
入
学
後
の
事
後
授
業
で
学
修
計
画
の
実
行
率
を
測
る

こ
と
、
②
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
姿
勢
を
指
標
化
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
、
派
遣
前
後
に

測
定
す
る
こ
と
、
③
１
回
生
修
了
直
前
のT

O
EFL IT

P

の
ス
コ

ア
を
基
に
英
語
力
の
伸
び
と
継
続
学
習
の
達
成
率
を
測
る
こ
と
の

３
点
に
よ
っ
て
、
成
果
を
測
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
参
加
人
数
は
２
０
１
１
年
度
８
名
、
２
０
１
２
年

度
23
名
、
２
０
１
３
年
度
22
名
、
２
０
１
４
年
度
32
名
、
２
０
１

５
年
度
31
名
、
２
０
１
６
年
度
35
名
、
２
０
１
７
年
度
25
名
で
あ

り
、
参
加
者
数
は
お
お
む
ね
増
加
傾
向
に
あ
る
。

２　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
と
サ
ポ
ー
ト
の
体
制

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
派
遣
先
大
学
１
校
に
つ
き
２
名
の
引
率

者
が
同
行
す
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、

参
加
者
が
15
名
以
上
の
場
合
は
、
さ
ら
に
１
名
が
追
加
同
行
し
、

入
学
前
の
「
高
校
生
」
を
海
外
に
派
遣
す
る
場
合
に
懸
念
さ
れ
る

安
全
管
理
に
対
し
て
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

特集 入学前教育の現状と課題
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教
員
は
、
現
地
で
授
業
「
Ａ
Ｐ
Ｕ
１
２
０
％
活
用
講
座
」
を
担

当
す
る
ほ
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
、
お
よ
び
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
、

現
地
の
歓
迎
式・

成
果
発
表
会・

修
了
式
へ
の
参
加
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
に

お
け
る
事
後
授
業
を
担
当
す
る
。
ま
た
、
本
学
の
担
当
事
務
職
員

は
２
名
配
置
さ
れ
て
お
り
、
派
遣
先
大
学
と
の
連
携
、
お
よ
び
協

定
締
結
、
広
報
、
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
準
備・

実
施
、
保
険
関
連

手
続
き
、
会
計
処
理
な
ど
を
行
う
。
派
遣
先
大
学
の
主
担
当
者
は

１
名
で
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
は
派
遣
先
大
学
の
学
生
ス

タ
ッ
フ
、
お
よ
び
バ
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が
参
加

者
の
支
援
に
当
た
り
、
現
地
の
学
生
と
活
発
に
交
流
で
き
る
こ
と

が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
の
申
請
期
間
は
11
月
中
旬
か
ら
１
月
上
旬
ま

で
の
約
２
カ
月
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
付
け
て
い
る
。
広

報
活
動
と
し
て
は
、
合
格
者
向
け
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
案
内
を
掲

載
す
る
ほ
か
、
対
象
と
な
る
入
試
合
格
者
に
対
し
、
入
試
合
格
通

知
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
冊
子
を
同
封
し
て
い
る
。
ま
た
、
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
３
回
実
施
さ
れ
る
Ａ
Ｏ・

特
別
入
試
合
格
者
お

よ
び
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
デ
ー
」
に
お
い

て
、
過
去
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
学
生
を
積
極
的
に
活
用
し
た
対
面

広
報
を
行
っ
て
い
る
。

　

参
加
者
決
定
後
の
２
月
中
旬
に
は
、
視
聴
必
須
の
出
発
前
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
配
信
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
目
的
、
派
遣
先
大
学
の
紹
介
、
事
前
の
準
備
、
派
遣
先
大
学

が
提
示
す
る
学
修
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
情
報

を
参
加
者
に
提
供
し
て
い
る
。

　

参
加
者
に
は
、
担
当
教
員
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
っ
て
事
前

課
題
が
送
付
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
担
当
教
員
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
例
え
ば
、
卒
業
後
の
夢
、
入
学
後
の
学
習
目
標
設
定
（
英
語

お
よ
び
専
攻
）、
自
己
分
析
（
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
な
ど
）、
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
問
題
、
リ
ー
ダ
ー
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し

て
の
資
質
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
２
０
１

７
年
度
に
は
、
入
学
後
の
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

を
目
的
と
し
て
、
先
輩
学
生
に
よ
る
体
験
談
の
動
画
を
視
聴
し
て

ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
記
述
し
、
現
地
の
授
業
中
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
学
生
生
活
の
送
り
方
、
課
外
活
動
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
経
験
、
留
学
の
目
的
と
準
備
、
英
語
力
の
伸
ば
し
方
な
ど
を
先

輩
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
現
実
的
な
行
動
計
画
に
落
と

し
込
み
、
同
時
に
参
加
者
同
士
で
不
安
や
期
待
を
共
有
す
る
こ
と

も
で
き
た
。

３　
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
実
施
状
況

　

渡
米
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、
大
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ま
か
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
午
前
中
に
英
語
の
授
業
、
午
後
に
Ａ

Ｐ
Ｕ
教
員
の
授
業
が
行
わ
れ
る
。
授
業
後
は
派
遣
先
大
学
が
企
画

し
た
課
外
活
動
や
バ
デ
ィ
と
の
自
由
時
間
、
夕
食
と
な
る
。

　

学
生
は
現
地
の
学
生
寮
で
生
活
す
る
。
寮
の
手
配
や
課
外
活
動

の
計
画
な
ど
は
、
主
に
派
遣
先
大
学
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
Ａ

Ｐ
Ｕ
の
教
職
員
と
協
議
し
な
が
ら
立
案
し
て
い
る
。
派
遣
さ
れ
る

教
職
員
２
、
３
名
に
加
え
て
、
前
述
の
現
地
学
生
ス
タ
ッ
フ
や
バ

デ
ィ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
参
加
学
生
の
健
康
状
態
な
ど
を

細
や
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
特
に
、
バ
デ
ィ

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
非
常
に
親
身
に
接
し
、
自
分
の
授
業
の

合
間
を
縫
っ
て
は
担
当
す
る
参
加
者
の
も
と
に
か
け
つ
け
、
カ
フ
ェ

で
一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
授
業
後
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
計
画
し
た
り
、
時
に
は
授
業
に

飛
び
入
り
参
加
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
い

る
。
バ
デ
ィ
は
、
派
遣
先
の
大
学

に
お
い
て
、
国
際
交
流
に
関
心
の

あ
る
学
生
を
対
象
に
毎
年
募
集
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
研
修
と
監

督
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
経
験
を

通
し
て
日
本
文
化
に
興
味
を
持
ち
、

後
に
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
交
換
留
学
な
ど
で
来
日
し
た
バ
デ
ィ
も
多
く
、
双

方
に
と
っ
て
好
影
響
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

●
現
地
の
授
業

　

英
語
の
授
業
は
学
生
の
英
語
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
２
ク
ラ
ス
に

分
け
て
、
派
遣
先
大
学
の
教
員
が
担
当
す
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

大
学
入
学
後
に
必
須
の
ス
キ
ル
（
主
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）を
伸
ば
し
、実
践
的
に
活
用
す
る
機
会

を
設
定
す
る
よ
う
本
学
か
ら
事
前
に
依
頼
し
、
派
遣
先
大
学
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
学
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ

ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
が
多
い
の
で
、
早
い
段
階
か
ら

英
語
で
自
主
的
に
学
ぶ
こ
と
に
慣
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
受
け
身
の
姿
勢
で
学
ん
で
い
た
高
校
生
に
と
っ
て
、

活
発
な
授
業
参
加
の
姿
勢
を
こ
の
時
期
に
意
識
し
、
か
つ
身
に
付

け
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
学
習
成
果
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
す
。

　

授
業
の
成
果
と
し
て
、
例
年
、
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
。
形
態
は
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
英
語
ス
キ
ッ

ト
（
演
劇
）
や
個
人
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
な
ど
が
主
で
あ
る
。
こ
の

段
階
に
な
る
と
、
参
加
者
の
表
情
は
見
違
え
る
ほ
ど
生
き
生
き
と

し
て
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
楽
し
そ
う
に
英
語
を
使
う
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
入
学
後
の
英
語
学
習
へ
の
さ
ら
な
る

バディたちと Austin 市内を探索
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自
信
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
教
員
に
よ
る

「
Ａ
Ｐ
Ｕ
活
用
１
２
０
％
」
の
授
業

で
は
、
学
生
生
活
を
営
む
上
で
必

要
な
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
に
焦
点
を
当

て
、
自
分
の
強
み・

弱
み
、
伸
ば

し
た
い
資
質
な
ど
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
。
ま
た
、
入
学
後
４

年
間
の
計
画
や
交
換
留
学
の
プ
ラ
ン
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
も
考
え
始
め
る
こ
と
に
よ
り
、
明
確
な
目
標
や
計
画
を
も
っ

て
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

学
習
能
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
課
外
活
動
の
時
間
も
あ
り
、
現
地
の
歴
史
や
文
化
を
学

ん
だ
り
地
元
の
人
々
と
交
流
し
た
り
す
る
機
会
の
ほ
か
に
も
、
現

地
の
日
系
企
業
を
訪
問
し
、
米
国
で
働
く
日
本
人
社
員
と
意
見
交

換
を
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
に
役
立
て
て
い
る
。

●
事
後
授
業

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
帰
国
し
て
大
学
生
と
な
っ
た
参
加
者
に

対
し
て
、
１
年
次
修
了
ま
で
に
３
～
４
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
授

業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
振
り
返
り
、

自
己
成
長
の
確
認
、
英
語
力
の
伸
び
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
対
策
、
さ
ら

に
今
後
の
学
習
お
よ
び
留
学
計
画
な
ど
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
定
期
的
に
集
う
こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い
を
奨
励・

刺

激
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
学
習
意
欲
を
維
持
し
、
よ
り
活
発
に
学

生
生
活
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。「
海
外
で
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た

仲
間
」
の
絆
は
強
く
、
４
年
間
を
通
し
て
、
ま
た
卒
業
後
も
参
加

学
生
同
士
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
報
告
を
例
年
聞
く
の
は
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

４　
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
成
果

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
２
０

１
７
年
度
（
２
０
１
８
年
３
月
）
の
参
加
者
で
は
、
現
地
の
授
業

に
対
す
る
満
足
度
は
１
０
０
％
で
あ
り
、
92・

９
％
の
参
加
者
が

後
輩
や
知
人
に
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
へ
の
参
加
を
勧
め
た
い
と
回
答
し

た
。
ま
た
、
教
員
か
ら
の
事
前
課
題
が
役
に
立
っ
た
と
い
う
参
加

者
も
92・

９
％
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
４
年
間
の

目
標
設
定
が
で
き
た
と
い
う
参
加
者
は
71・

４
％
に
上
っ
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
参
加
者
の
１
年
次
か
ら
２
年
次
に
お
け
る
１
年

間
のT

O
EFL IT

P

ス
コ
ア
の
伸
び
は
、
日
本
語
基
準
の
一
般
国

チームワークを築くことも重要
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内
学
生
に
比
べ
て
２
０
１
４
年
度
参
加
者
は
＋
９・

１
点
、
２
０

１
５
年
度
参
加
者
は

－

０・

９
点
、
２
０
１
６
年
度
は
＋
７・

７

点
（
平
均
）
で
あ
り
、
２
０
１
５
年
度
参
加
者
以
外
は
一
般
学
生

よ
り
も
１
年
間
の
英
語
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
。
中
に
は
、
１
０

０
点
以
上
伸
び
る
学
生
も
い
る
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
参
加
し
た
学
生
の
平
均
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
一

般
学
生
と
比
較
し
て
高
い
と
い
う
デ
ー
タ

も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
英
語
学
習

以
外
の
教
科
に
お
い
て
も
継
続
学
習
習
慣

が
定
着
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
さ
ら
に
、

他
の
言
語
研
修
や
交
換
留
学
な
ど
の
後
続

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
状
況
は
、
２
０
１

４
年
度
が
１・

３
回
（
同
一
回
生
の
平
均

１・

０
回
）、
２
０
１
５
年
度
０・

７
回

（
同
０・

６
回
）、２
０
１
６
年
度
０・

７
回

（
同
０・

３
回
）
と
、
い
ず
れ
も
同
一
回
生

の
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
参
加
者
の
英
語
力
の
伸

び
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
か
ら
考
察
す
る
と
、
入
学
前

教
育
の
課
題
で
あ
る
「
早
期
に
入
学
が
決

定
し
た
学
生
の
学
習
意
欲
の
維
持
」
に
働

き
か
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
の
一
助
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け

る
具
体
的
な
目
標
設
定
の
訓
練
を
通
し
て
、
入
学
後
の
諸
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
て
お
り
、
結
果
的
に
４
年
間
を
通
し
て

学
習
意
欲
を
継
続
し
、
学
生
生
活
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

入
学
前
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
画
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
引
き
続
き
国
内
の
他
大
学
に
影
響
を
与
え
る
よ
う

な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る
べ
く
、
そ
し
て
何
よ
り
も
よ
り
多
く
の

学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
試
行

錯
誤
を
重
ね
つ
つ
洗
練
さ
せ
て
い
き
た
い
。 

●
注

１　

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
は
日
本
語
と
英
語
で
授
業
を
開
講
す
る
「
日
英
二
言

語
教
育
」
を
導
入
し
て
お
り
、
入
学
希
望
者
は
入
学
試
験
の
出
願

時
に
、
入
学
基
準
言
語
と
し
て
「
日
本
語
基
準
」「
英
語
基
準
」
の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

２　

在
学
生
の
う
ち
、
日
本
国
籍
を
持
つ
学
生
お
よ
び
「
留
学
」
以

外
の
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
籍
学
生
を
「
国
内
学
生
」、「
留
学
」
の

在
留
資
格
を
持
つ
外
国
籍
学
生
を
「
国
際
学
生
」
と
呼
ん
で
い
る
。

図表　一般学生と比較した TOEFL ITP スコアの伸び

2015年度入学
〈2014年度参加者〉

2016年度入学
〈2015年度参加者〉

2017年度入学
〈2016年度参加者〉

SEU 参加者 ＋13.9 －2.7 ＋7.5
Carroll College
参加者 －0.5 ＋3.4 ＋9.9

ACCESS 全体 ＋9.1 －0.9 ＋7.7
 （点）
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は
じ
め
に

　

阪
南
大
学
で
は
、
入
学
後
の
学
生
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
導
入
教
育
を
担
当
し
て
い
る

大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
下
、
入
学
前
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
多
額
の
費
用
を
か
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

入
学
前
教
育
の
効
果
検
証
が
で
き
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
２
０
１
５
年
度
入
学
者
の

入
学
前
教
育
か
ら
実
施
方
法
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
新
た
な
取
り

組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

１　
以
前
の
入
学
前
教
育

　

阪
南
大
学
は
、
人
文
科
学
系
２
学
部
、
社
会
科
学
系
３
学
部
を

擁
す
る
い
わ
ゆ
る
文
系
大
学
で
あ
る
。
Ａ
Ｏ
や
推
薦
入
試
な
ど
に

よ
っ
て
年
内
に
入
学
が
決
定
す
る
学
生
も
相
当
数
お
り
、
そ
の
学

生
の
継
続
的
学
習
を
目
的
に
入
学
前
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
以

前
の
入
学
前
教
育
は
、
学
生
の
「
国
語
力
強
化
」
を
目
指
し
て
、

郵
送
に
よ
る
小
論
文
の
添
削
指
導
が
10
年
以
上
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
実
感
を
持
て
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

２　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
入
学
前
教
育
の
導
入

　

新
し
い
取
り
組
み
は
「
効
果
検
証
」
が
で
き
る
こ
と
を
最
優
先

事
項
と
し
て
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
対
象
科
目
を
「
英
語・

数

学
」、
実
施
方
法
を
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
変
更
し
た
。
さ
ら
に
、

効
果
検
証
と
全
新
入
生
の
学
力
判
定
も
兼
ね
た
、
全
学
共
通
の
「
英

語・
数
学
」
の
テ
ス
ト
も
導
入
し
た
。

　

も
と
も
と
全
教
員
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
「
国
語
力
強
化
」
に

つ
い
て
は
、
入
学
前
教
育
の
効
果
検
証
が
難
し
い
と
判
断
し
た
こ

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
―
新
た
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

保
護
者・

学
生・

大
学
に
よ
る
三
位
一
体
の
取
り
組
み

花
光 

清
●
阪
南
大
学
教
務
部
教
育
情
報
課
長
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と
と
、
年
内
の
入
学
決
定
者
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
新
入
生
に
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
新
設
さ
れ
た
全
新

入
生
が
履
修
す
る
「
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
科
目
」
と
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

初
年
度
の
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
よ
る
「
英
語・

数
学
」
は
、

残
念
な
が
ら
本
学
の
期
待
す
る
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。「
郵
送
に
よ
る
添
削
」
指
導
と
比
較
す
る
と
実
施
率

は
下
が
り
、
効
果
検
証
を
期
待
し
た
学
力
判
定
テ
ス
ト
も
、
問
題

そ
の
も
の
が
一
部
の
教
員
に
不
評
で
あ
っ
た
。

　

２
年
目
は
、
実
施
率
を
上
げ
る
た
め
に
全
学
部
統
一
の
「
入
学

前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
年
内
に
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
保

護
者
の
協
力
も
必
須
で
あ
る
と
考
え
、「
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
保
護
者
も
参
加
で
き
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
実
施
率
は
若
干
上
が
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
改

善
の
余
地
が
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
あ
ま
り
期
待

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
保

護
者
参
加
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
す
る
状
況
と
な
り
、
予
想
を
大

き
く
上
ま
わ
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　

３
年
目
は
、
保
護
者
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
考
慮
し
、
保
護
者

が
利
用
で
き
る
機
能
を
新
た
に
追
加
し
た
、
富
士
通
㈱
が
提
供
す

る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
入
学
前
教
育
サ
ー
ビ
ス
「
富
士
通
の
学

習
管
理
シ
ス
テ
ム・

K
now

l -
edgeC

@
fe

（
ナ
レ
ッ
ジ
カ

フ
ェ
）」
を
採
用
し
た
。
こ
れ

が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
「
保
護

者
を
巻
き
込
ん
だ
入
学
前
教
育

の
取
り
組
み
」
に
つ
な
が
る
も

の
と
な
っ
た
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
特
徴
は
、

入
学
予
定
者
の
学
習
進
捗
状
況

や
理
解
度
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
し
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

行
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
保
護

者
も
入
学
前
教
育
の
学
習
状
況

を
把
握
で
き
る
機
能
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学・

保
護
者・

入
学
予
定
者
が
三
位

一
体
と
な
っ
た
効
果
の
高
い
入

学
前
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
機
能
を
利
用
し
て
、
入
学

後
に
利
用
す
る
本
学
の
保
護
者

対象入試年度

入　学　前 入　学　後

入学前
オリエン

学力判定
テスト

（入学前）

入学前教育
（科目）

入学前教育
（実施方法）

学力判定
テスト

（入学後）
補 習

レポート
作成

指導科目

入学前教育
（効果検証）

平成26（2014）年度 学部別 × 国語 郵便添削 × × 国語 ×

平成27（2015）年度 学部別 英語・数学
（WEB） 英語・数学 eラーニング 英語・数学

国語 × 国語 ×

平成28（2016）年度 全学統一 英語・数学
（オリエン）英語・数学 eラーニング 英語・数学

国語 英語・数学 国語 ○

平成29（2017）年度～ 全学統一 英語・数学
（オリエン）英語・数学 eラーニング

（富士通）
英語・数学

国語 英語・数学 国語 ○

特集 入学前教育の現状と課題

43 大学時報　2019.1



専
用
ポ
ー
タ
ル
「
Ｈ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｓ１」
に
保
護
者
の
情
報
を
引
き
継
い

で
お
り
、
入
学
後
も
履
修
状
況
、
成
績
、
授
業
の
出
席
状
況
な
ど

を
保
護
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
入
学
前
教
育
実
施
率
50
％
未
満
の
学
生
を
対
象
に
、
２

月
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
効
果
検
証
を
強
化
す
る
た
め
「
テ
ス
ト
問
題
」
も
一

新
し
、
テ
ス
ト
結
果
が
悪
か
っ
た
学
生
に
は
入
学
後
の
補
習
も
追

加
し
た
。

３　
入
学
前
教
育
の
詳
細

　

入
学
前
教
育
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
は
４
カ
月
間
実
施
す
る
が
、

１
カ
月
ご
と
に
締
め
切
り
を
設
け
て
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
学
生
と
保
護
者
に
自
動
的
に
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
る
。

　

入
学
前
教
育
は
入
学
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
さ
れ
る

テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
っ
て
課
題
が
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
優

秀
な
学
生
に
つ
い
て
は
入
学
前
教
育
を
免
除
す
る
。
さ
ら
に
、本
学

が
独
自
に
設
定
す
る
、
入
学
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
れ
ば
対
象
と

な
る
資
格
取
得
奨
学
金
を
利
用
す
る
よ
う
促
し
、
学
習
の
一
助
と

し
て
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
て
い
る
。

　

テ
ス
ト
結
果
の
点
数
が
低
け
れ
ば
課
題
が
多
く
な
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
テ
ス
ト
は
ま

じ
め
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
な
る
。
得
点
が
最
も
低
い

場
合
の
１
科
目
の
課
題
量
は
、
平

日
１
日
当
た
り
約
１
時
間
の
学
習

量
と
な
る
よ
う
設
定
し
て
お
り
、

英
語
、
数
学
と
も
に
得
点
が
低
く

な
っ
た
場
合
は
、
平
日
１
日
当
た

■入学前教育【得点・範囲】
英語：2段階
数学：3段階

英
語

0～50点 初級
51～80点 中級

数
学

0～30点 基礎
31～60点 初級
61～80点 中級

81点以上→実施不要
　　　　　（図書カード進呈）

81点以上の学生
図書カードを利用して、
入学までに資格取得奨学金
10万円取得を目指す

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

11月下旬
入学前
オリエンテーション

入学前教育【英・数】eラーニング：1カ月毎に各課題締切

テスト
【英・数】
課題分け
に利用

4月中旬～ 5月
補習【英・数】

4月～
 レポート作成指導科目【国】

2月中旬 スクーリング
　入学前教育実施率50%未満呼出

12月
課題

小テスト

1月
課題

小テスト

2月
課題

小テスト

3月
課題

小テスト

3月
修了

テスト

テスト
【英・数】
クラス分け
補習に利用

【国】
クラス分け

に利用
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り
２
時
間
の
学
習
が
必
要
と
な
る
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
は
他
社

製
の
も
の
も
多
く
存
在
す
る
が
、
学
習
教
材
の
量
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
学
習
量
が
多
様
に
設
定
で
き
る
「
富
士
通
㈱
が
提
供
す
る

基
礎
学
習
教
材
」
が
、
本
学
の
要
望
を
最
も
満
た
し
た
教
材
と
な
っ

て
い
る
。

４　
効
果
検
証
と
今
後
の
課
題

　

前
述
の
と
お
り
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
た
最
大
の
目
的
は

「
効
果
検
証
」
に
あ
る
。
で
は
、
ど
う
い
う
状
態
を
も
っ
て
本
学
の

期
待
す
る
効
果
検
証
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
の

と
こ
ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
在
も
模
索
中
で
あ
る
。
現
在
の
取

り
組
み
を
始
め
て
２
年
目
に
な
る
が
、
前
年
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
実

施
率
は
確
か
に
上
昇
し
て
い
た
。
本
学
と
し
て
は
、
保
護
者
機
能

の
新
設
も
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
意
欲
の
あ
る
優
秀
な
学
生
ば
か
り
な
ら
、
何
も
し

な
く
て
も
実
施
率
は
上
昇
す
る
は
ず
で
あ
る
。
テ
ス
ト
結
果
に
し

て
も
同
様
で
あ
る
。
新
入
生
の
入
学
後
の
成
績
も
追
跡
し
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
入
学
前
教
育
の
実
施
率
と
入
学
後
の
成
績
に
は

強
い
相
関
は
み
ら
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
入
学
前
教
育
の
効
果
を

検
証
す
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
は
「
効
果
検
証
」
法
の
確
立
で
あ
る
。
逆
に
い
え

ば
、
よ
う
や
く
有
効
な
「
効
果
検
証
」
を
検
討
で
き
る
と
こ
ろ
ま

で
た
ど
り
つ
い
た
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
ま
さ
に
今
、
２
０

１
９
年
度
の
入
学
予
定
者
に
入
学
前
教
育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

効
果
を
で
き
る
限
り
正
確
に
検
証
し
、
本
学
が
目
指
す
教
育
に
近

づ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

近
年
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
保
護
者
と
の
協
力
を
重
視
す
る
傾

向
に
あ
る
。
本
学
も
同
様
で
あ
る
が
、
実
際
に
ど
う
や
っ
て
保
護

者
と
協
力
し
て
い
く
の
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
本

学
の
入
学
前
教
育
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

が
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
保
護
者
の
関
心
の
高
さ
を
よ
り
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
協
力
体
制
を
構
築
で
き
た
こ
と
が

最
も
大
き
な
収
穫
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
本
学
の
取
り
組

み
が
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

●
注

１　

保
護
者
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｈ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｓ　

保
護
者
が
学
生

の
履
修
、
成
績
、
授
業
の
出
欠
状
況
や
大
学
行
事
な
ど
を
い
つ
で

も
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
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は
じ
め
に

　
「
入
学
前
教
育
」
と
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
や
推
薦
入
試
に
よ
っ
て
早
期

に
合
格
し
た
入
学
予
定
者
に
対
し
て
、
大
学
入
学
前
に
大
学
が
行

う
準
備
教
育
で
あ
る
。
現
在
、
本
学
部
で
は
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
①
Ａ
Ｏ
入
試
（
一
般
選
抜・

教
員
志
望
選
抜・
英
語

特
別
選
抜
）
お
よ
び
推
薦
入
試
（
自
己
推
薦
）
合
格
者
に
対
す
る

「
通
信
教
育
」
と
、
②
Ａ
Ｏ
入
試
（
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
選
抜
）
お

よ
び
推
薦
入
試
（
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
）
合
格
者
に
対
す
る
「
集
合
教

育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
大
学
入
学
後
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
学
業
成

績
不
振
、
留
年
、
退
学
傾
向
は
本
学
の
み
な
ら
ず
、
ア
ス
リ
ー
ト

を
抱
え
る
多
く
の
大
学
に
お
け
る
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
入
学
者
に
対
し
て
は
、
学
業
と
競
技
の
両
立
や
目
標
設
定
に

対
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
本

学
の
ク
ラ
ブ
指
導
は
、
主
に
専
任
教
員
が
行
っ
て
い
る
が
、
学
外

指
導
者
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
競
技
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
指
導
者
間
の
学
生
指
導
（
生
活・

学
業
）
に
対
す
る
温

度
差
が
大
き
い
と
い
う
問
題
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
入

学
す
る
学
生
と
受
け
入
れ
る
指
導
者
の
双
方
に
対
し
て
、
学
部
と

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
本
学
の
運
動

部
運
営
委
員
会
（
順
天
堂
ス
ポ
ー
ツ
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
）
と
広

報
委
員
会
が
両
輪
と
な
っ
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
入
学

前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
を

対
象
と
す
る
集
合
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
在
の
形
式
に
な
る
ま

で
に
数
年
に
及
ぶ
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
多
く
の
時
間
を
費
や

し
た
。
そ
の
結
果
、
他
大
学
に
は
例
を
見
な
い
、
独
自
性
を
持
っ

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
入
学
前
教
育

―
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
取
り
組
み
―

吉
村 

雅
文
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
運
動
部
運
営
委
員
会
委
員
長

青
木 

和
浩
●
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
教
授
、
広
報
委
員
会
委
員
長
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た
集
合
型
の
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
骨
子
が
完
成
し
た
。
本

稿
で
は
、
こ
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

１　
本
学
部
の
入
学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置
付
け

　

初
め
に
、
本
学
部
に
お
け
る
入
学
前
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
る
。

　

本
学
部
で
は
、
２
０
０
６
年
度
（
２
０
０
７
年
入
学
生
を
対
象
）

か
ら
、
早
期
合
格
の
入
学
予
定
者
に
対
し
て
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
き
た
。
対
象
は
Ａ
Ｏ
入
試・

推
薦
入
試
の
合
格

者
で
あ
り
、
本
学
部
で
は
こ
れ
を
「
ア
ス
リ
ー
ト
区
分
」
と
「
一

般
区
分
」
に
分
け
て
い
る
。
２
０
０
６
年
度
の
実
施
は
、
両
区
分

と
も
「
ブ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
（
区
分
に
よ
り
課
題
図
書
が
異
な
る
）」

を
課
し
、
加
え
て
ア
ス
リ
ー
ト
区
分
に
は
「
自
己
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
」、
一
般
区
分
に
は
「
資
格
取
得
努
力
の
勧
め
」

の
課
題
を
出
し
た
。
各
レ
ポ
ー
ト
や
成
果
に
対
し
、
本
学
部
の
教

員
が
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
、
入
学
予
定
者
に
返
却
し
た
。
こ
の
ス

タ
イ
ル
は
、
２
０
０
８
年
度
ま
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
両
区
分

と
も
入
学
後
は
同
じ
学
生
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
ま
た
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
中
に
も
学
力
が
高
い
者
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
２
０
０
９・

２
０
１
０
年
度
は
両
区
分
と
も
同
内
容
の
課
題

図
書
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
実
施
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア

ス
リ
ー
ト
区
分
者
は
学
業
と
運
動
部
活
動
の
両
立
、
一
般
区
分
者

は
学
業
や
学
生
生
活
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
と
い
う
よ
う

に
、
両
区
分
で
は
目
的
が
異
な
る
と
い
う
意
見
が
多
く
、
２
０
１

１
年
度
に
再
度
、
区
分
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
。
ア
ス
リ
ー

ト
区
分
に
つ
い
て
は
従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
課
題
レ
ポ
ー

ト
「
大
学
で
の
目
標
」
を
追
加
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
２・

２
０

１
３
年
度
に
は
、
両
区
分
と
も
通
信
教
育
の
課
題
に
加
え
て
、
区

分
別
に
宿
泊
型
の
集
合
教
育
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
」
を
実
施

し
た
。
こ
の
宿
泊
型
の
集
合

教
育
は
、
２
０
１
４・

２
０

１
５
年
度
は
ア
ス
リ
ー
ト・

一
般
区
分
の
共
通
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
合
同
で
実
施
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
は
、

そ
の
能
力
の
向
上
を
目
的
と

し
て
本
学
部
の
教
職
員
が
企

画
運
営
を
行
っ
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ね
ら
い
は
、
総

合
講
座
（
１
年
前
期
必
修
科

目
）
や
入
寮
後
の
寮
生
活

入学予定者と指導者によるディスカッション・ワーク

特集 入学前教育の現状と課題
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（
１
年
次
は
全
寮
制
）、
部
活
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
学
生
生
活
で
共
に
学
ぶ

仲
間
づ
く
り
、
各
学
科
の
学
生
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確

立
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
将
来
の
進
路
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
、
卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
た
具
体
的
か
つ
実
現
可
能
な
行

動
計
画
を
策
定
し
、
問
題
解
決
の
方
法
を
具
体
的
に
導
き
実
行
す

る
た
め
の
基
礎
的
能
力
（
姿
勢
）
を
身
に
付
け
る
と
い
う
ね
ら
い

も
あ
っ
た
。

　

研
修
は
１
泊
２
日
で
行
い
、
１
日
目
は
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
、

２
日
目
は
ホ
テ
ル
内
で
実
施
し
た
。
研
修
の
内
容
は
、
学
科
や
入

試
形
態
を
超
え
た
集
団
討
議
な
ど
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
の
意
識
付
け
と
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
参
加
者
の
満
足
度
は
高
く
、「
仲
間

づ
く
り
」
へ
の
効
果
と
「
入
学
へ
の
不
安
の
解
消
」
を
感
想
と
し

て
挙
げ
る
学
生
が
多
か
っ
た
。

　

入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ａ
Ｏ・

推
薦
入
試
合
格
者
に
対

す
る
大
学
入
学
に
向
け
た
事
前
準
備
と
し
て
開
始
さ
れ
た
が
、
そ

の
目
的
は
、
学
習
習
慣
の
維
持
の
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
。
入
試
形

態
（
区
分
）
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
実
施
し
て
き
た
が
、
学
生
が
充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご
す

た
め
に
は
、
学
生
の
目
標
に
応
じ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
内
容
か
ら

目
的
を
整
理
す
る
と
、
一
般
区
分
は
学
習
習
慣
の
維
持
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
開
発
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト
区
分
は
、
大
学
に

お
け
る
学
び
、
学
業
と
競
技
の
両
立
（
目
標
設
定
）、
ア
ス
リ
ー
ト

と
し
て
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
な
ど
に
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
整
理
を

踏
ま
え
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
集
合

教
育
を
再
検
討
し
、
従
来
の
集
合
型
の
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ベ
ー
ス
に
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
一
般
区

分
に
対
し
て
は
、
通
信
教
育
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
。

２�　
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
集
合
型
入
学
前
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る

入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
学
部
の
運
動
部
運
営

委
員
会
（
担
当
部
署
：
学
生
課
）、
お
よ
び
広
報
委
員
会
（
担
当
部

署
：
就
職
課
）
と
横
断
型
の
組
織
と
し
て
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
、
実
施
運
営
を
行
っ
た
。
こ
の
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
目
的
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
期
待
さ
れ
る
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
、

大
学
で
学
ぶ
意
義
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
。
全
体
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の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
図
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

　

１
日
目
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
で
始
ま
り
、
各
ク
ラ
ブ
の

在
学
生
（
先
輩
）
が
学
内
施
設
な
ど
を
案
内
し
た
。
そ
の
後
、
教

室
に
集
合
し
、「
全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
映
像
、
運
動
部
運
営
委
員
長
挨
拶
、
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
目
的
、
成
績
不
良
者
の
実
態
、
教
務
事
項
、
大
学
で
培
っ

て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
の
講
話
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
５
～
６
人
ず

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
で
は
、「
本
学
運
動
部
お
よ
び

運
動
部
員
に
求
め
ら
れ
る
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」「
近
年

に
見
ら
れ
る
大
学
運
動
部
に
関

わ
る
社
会
的
な
事
故・

事
件
の

事
例
」
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
講
義
は
、
高
校
時

代
と
異
な
り
、
大
学
生・

社
会

人
と
し
て
の
心
構
え
や
、
事
件・

事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
自
己

管
理
能
力
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

事
例
を
基
に
高
校
生
に
も
分
か

り
や
す
い
内
容
と
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
②
は
在
学
生
が
主
体
と

な
り
、
体
育
館
で
「
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

時間 1/27（土） 1日目 1/28（日）2日目

07:00 朝食
08:00 出発

プログラム④
09:00 ・Discussion　「高校時代を振り返って」

各クラブの監督・コーチと
（ワークシートを作成しながら実施）

10:00 プログラム ⑤
・Discussion　「大学でさらに成長するために」

各クラブの監督・コーチと
11:00 （ワークシートを作成しながら実施）

12:00 受付開始 昼食
出席確認

12:30 キャンパスツアー（各クラブの先輩と）
オリエンテーション

13:00 ・オープニング映像 プログラム(Ⅵ)
・運動部運営委員長挨拶 ・クラブごとの発表
・入学前教育プログラムの目的
・成績不良者の実態
・教務事項
・この大学で培ってほしいこと

13:30 ・自己紹介タイム（5～6人組）
プログラム①

14:00 ・「本学運動部および運動部員に求められる Closing
モラルとマナーについて」（専任教員） 解散

14:45 ・「近年に見られる大学運動部に関わる
社会的な事故・事件の事例」（専任教員）

プログラム②
15:30 ・「アイスブレイク＆コミュニケーション」

　　　　　　　　　　　　（在学生）

プログラム③
17:15 ・講演Ⅰ

「大学の学びをどのように
               クラブ活動に生かすか」(専任教員)

18:15 夕食（学食）各クラブ監督・コーチと
19:00 ・講演Ⅱ

「競技を極める学問とは」（専任教員）
新3年各部リーダー（在学生）を交えて実施

20:00 宿泊先へ移動（教職員男女）
就寝

2018年1月27日（土）-28日（日）　
　　　　　会場：さくらキャンパス 1/27（土）/ 成田市内ホテル 1/28（日）
　　　　　宿泊：成田市内ホテル

入学前教育プログラム（集合教育）2018

専任教員

図表１　入学前教育プログラム（アスリート対象）
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③
で
は
、「
大
学
の
学
び
を
ど
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
生
か
す

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
監
督
や
コ
ー
チ
、

在
学
生
も
交
え
て
、
食
事
を
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、「
競
技
を
極
め
る
学
問
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
し
、

講
義
終
了
後
に
は
各
運
動
部
の
リ
ー
ダ
ー
（
新
３
年
生
）
と
共
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
④
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
監
督・

コ
ー
チ
と

共
に
「
高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
⑤
で
は
、「
大
学
で
さ
ら
に
成
長
す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成

し
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
高

校
時
代
の
自
ら
の
成
長
を
振

り
返
り
、
大
学
で
さ
ら
に
成

長
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
を
指
導
者
と
共
に

議
論
し
た
。
そ
の
後
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
発
表
と
し

て
、
各
ク
ラ
ブ
で
「
大
学
で

の
目
標
と
成
長
」
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、

グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
っ
た
（
図

表
２
）。
グ
ル
ー
プ
発
表
の
後
、

大
学
４
年
間
の
目
標
や
将
来
に

つ
い
て
指
導
者
と
話
し
合
い
、

一
人
一
人
の
目
標
や
成
長
に
つ

い
て
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

図
表
３
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終

了
後
に
、
参
加
者
に
対
し
設
問

①
～
⑤
の
評
価
を
行
っ
た
結
果

で
あ
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
に
お
け

る
大
学
の
学
び
や
授
業
、
学
生
生
活
の
大
切
さ
は
、
８
割
の
参
加

者
が
よ
く
理
解
で
き
た
と
回
答
し
て
い
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
モ
ラ

ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
７
割
の
参
加
者
が
良
く
理
解

で
き
た
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
学
で
の
成
長
を
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
と
い
う
点
は
９
割
の
参
加
者
が
有
意
義
だ
っ
た
と
し
て
お

り
、
実
施
直
後
で
は
あ
る
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
組
み
を
基
本
と
し
つ
つ
「
大

学
教
育
へ
の
理
解
」「
ス
ポ
ー
ツ
倫
理
教
育
」「
大
学
ク
ラ
ブ
活
動

の
目
標
設
定
」
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。 図表２

各クラブごとに「大学での目標と成長」について発表

JUNTENDO UNIVERSITY
Faculty of Health and Sports Science
Graduate School of Health and Sports Science 0

⼤学での⽬標
◆⽂武両道で勉強（学問）を
部活に活かす︕
→スポーツ⼼理学やスポーツ
医学を野球のプレーに反映する

◆社会で活躍できる⼈間に︕
→モラルやマナーを遵守する
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お
わ
り
に

　

本
学
部
に
お
け
る
入
学
前
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
至
っ
て
い
る
。
特
に
、
ア
ス

リ
ー
ト
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
は
、
特
色
の
あ
る

取
り
組
み
と
し
て
他
大
学
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
今

後
は
、
入
学
し
た
学
生
が
卒
業

ま
で
の
４
年
間
で
ど
の
よ
う
に

成
長
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う

横
断
的
な
追
跡
や
評
価
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
新
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
３
年
目
を
迎
え
、今
後
は
、一
般
社
団
法
人 

大
学
ス
ポ
ー

ツ
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）
の
設
立
を
控
え
、
そ
の
方
向
性
を
見

な
が
ら
、
整
合
性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
な
る
よ
う
マ
イ
ナ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
。
本
学
部
の
取
り
組
み
が
、
ア
ス
リ
ー

ト
を
受
け
入
れ
て
い
る
大
学
、
さ
ら
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
の
先
行

モ
デ
ル
と
し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

図表３

入学前教育プログラムに参加した入学予定者と指導者

設問①
今回のプログラムは
有意義でしたか？

設問②
アスリートの競技力向上と
大学での学び、学問との関係を
理解することはできましたか？

設問③
アスリートのモラルやマナー
について理解することが
できましたか？

設問④
大学での授業や学生生活の
大切さを理解することが
できましたか？

設問⑤
大学での成長を考える
機会となりましたか？

高い評価

14%
2%

84%

12%
3%

85%

9%
1%

90%

17%
2%

81%

26%

3%

71%

やや高い評価
普通の評価

特集 入学前教育の現状と課題
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は
じ
め
に

　

姫
路
獨
協
大
学
は
、
姫
路
市
と
学
校
法
人
獨
協
学
園
と
の
公
私

協
力
方
式
に
よ
り
、
１
９
８
７
年
に
兵
庫
県
播
磨
地
域
に
開
設
さ

れ
た
大
学
で
あ
る
。
開
学
当
初
は
外
国
語
学
部
と
法
学
部
、
続
い

て
経
済
情
報
学
部
が
開
設
さ
れ
、
３
学
部
か
ら
な
る
人
文・

社
会

学
系
の
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
６
年
に
医
療
保
健
学

部
、
２
０
０
７
年
に
薬
学
部
が
開
設
さ
れ
た
。
２
０
１
６
年
に
は

看
護
学
部
の
開
設
と
、
入
学
者
数
の
減
少
か
ら
人
文・

社
会
学
系

の
３
学
部
が
改
組
さ
れ
人
間
社
会
学
群
と
な
っ
て
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

筆
者
は
開
学
当
初
は
一
般
教
育
学
部
で
「
生
物
学
」
と
「
集
団

の
科
学
（
生
態
人
類
学
）」
の
授
業
を
担
当
し
、
そ
の
後
、
大
学
設

置
基
準
の
大
綱
化
に
よ
っ
て
一
般
教
育
学
部
が
廃
止
さ
れ
、
法
学

部
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
は
、
全
学
共
通
科
目
（
一
般
教
育
科
目
な

い
し
は
教
養
科
目
に
相
当
）
を
担
当
し
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
委
員

と
し
て
法
学
部
生
の
就
職
活
動
の
支
援
と
、
就
職
筆
記
試
験
に
必

要
な
基
礎
学
力
（
特
に
数
学
）
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
２

０
１
３
年
か
ら
は
入
学
前
教
育
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
し
、
２
０
１
６
年
に
開
設
さ
れ
た
人
間
社
会

学
群
の
初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
う

し
た
経
歴
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
本
学
の
人
文・

社
会
学
系
の
３

学
部
、
お
よ
び
人
間
社
会
学
群
に
入
学
し
た
学
生
に
対
す
る
、
入

学
前
教
育
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１　
数
学
の
基
礎
学
力

　

本
学
で
は
、
２
０
０
５
年
に
人
文・

社
会
系
学
部
の
学
生
を
対

象
と
し
て
「
実
用
数
学
技
能
検
定
（
公
益
財
団
法
人
日
本
数
学
検

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
か
ら
高
大
接
続
や
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
へ
の
転
換

星
野 

次
郎
●
姫
路
獨
協
大
学
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
人
間
社
会
学
群
教
授
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定
協
会
）」（
以
下
、
数
学
検
定
）
の
学
内
実
施
を
始
め
た
。
そ
れ

以
前
に
も
数
学
、
統
計
学
、
生
物
学
、
人
類
学
の
担
当
教
員
が
、

就
職
筆
記
試
験
対
策
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
（
演
習
）

な
ど
で
個
別
に
利
用
し
て
い
た
が
、
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
全
学
的
に
拡
大
し
た
。

　

就
職
筆
記
試
験
は
大
き
く
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
英
数
国
社
理
の

一
般
常
識
を
問
う
も
の
、
も
う
一
つ
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
で
あ
る
。
人
文・

社
会
系
学
部
の
学
生
は
、
一
般
常
識
の
数
学
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
非
言
語

分
野
（
数
学
）
の
学
習
で
苦
戦
し
て
い
た
。
日
本
数
学
検
定
協
会

の
資
料
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
非
言
語
分
野
で
は
、
義
務
教
育
修

了
レ
ベ
ル
の
数
学
検
定
３
級
が
出
題
数
の
53
％
を
、
高
校
１
年
修

了
レ
ベ
ル
の
数
学
検
定
準
２
級
ま
で
含
め
る
と
出
題
数
の
74
％
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
験
者
の
多
く
が
人
文・
社
会
系
の

学
生
で
あ
る
公
務
員
採
用
試
験
の
教
養
試
験
を
調
べ
る
と
、
出
題

数
の
32
～
40
％
が
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
で
あ
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
文・

社
会
系
の
学
生
は
、
義
務
教
育

修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
の
学
習
内
容
が
十
分
に
修
得
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
就
職
試
験
で
選
抜
す
る
た
め
に
算
数・

数
学
の
問

題
が
効
果
的
で
あ
る
と
し
て
、
出
題
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
の
学
生
が
苦
手
と
し
て
い
る
義
務

教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
の
内
容
は
、
小
数
と
分
数
が
混

ざ
っ
た
計
算
、
最
小
公
倍
数・

最
大
公
約
数
、
平
方
根
、
累
乗
の

乗
除
、
因
数
分
解
、
二
次
関
数
、
係
数
が
小
数
や
分
数
の
連
立
方

程
式
、
一
次
関
数
や
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
、
多
角
形
の
内
角
と
外

角
、
中
心
角
と
円
周
角
、
合
同・

相
似
の
証
明
と
応
用
、
図
形
の

面
積
と
体
積
、
三
平
方
の
定
理
、
組
み
合
わ
せ
と
確
率
な
ど
、
基

本
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
連
立
方
程
式
と
、

一
次
関
数
や
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
は
、
大
学
の
経
済
原
論
の
学
習

に
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
外
国
語
や
法
律
を
学
ぶ
上
で
は
特
に
必

要
と
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
就
職
筆
記
試
験
や
公
務
員
採

用
試
験
で
は
、
こ
う
し
た
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
問
題
が
主
に

出
題
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
大
学
に
入
学
し
た
学
生
が
義
務
教

育
修
了
レ
ベ
ル
の
算
数・

数
学
を
ど
の
程
度
修
得
し
て
い
る
か
を
、

い
つ
確
認
す
る
か
で
あ
る
。
私
立
大
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
の

入
学
試
験
で
は
、
国
語
、
英
語
、
地
歴・

公
民
、
数
学
か
ら
２
科

目
を
選
択
し
て
受
験
さ
せ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

数
学
を
選
択
す
る
受
験
生
の
割
合
は
高
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
も
増
し
て
、
大
学
の
入
学
試
験
で
、
義
務
教
育
レ
ベ
ル
の

算
数・
数
学
の
問
題
を
課
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
で
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
、
指

定
校
推
薦
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
入
試
、
公
募
推
薦
入
試
で
入
学
が
決
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ま
っ
た
者
に
は
、
数
学
の
試
験
が
必
修
で
は
な
い
の
で
、
入
学
前

教
育
に
お
い
て
数
学
検
定
３
級
（
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
）
か
ら

準
２
級
（
高
校
１
年
修
了
レ
ベ
ル
）
の
課
題
を
出
し
、
解
説
資
料

と
添
削
結
果
を
返
却
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
を
経
る
に

つ
れ
、
解
答
欄
が
空
欄
の
も
の
や
、
他
人
が
作
成
し
た
解
答
を
写

し
た
だ
け
の
も
の
な
ど
、
自
分
で
学
習
し
た
か
ど
う
か
判
別
で
き

な
い
も
の
が
増
え
、
課
題
の
提
出
率
も
低
下
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
こ
う
し
た
形
式
の
入
学
前
教
育
の
効
果
に
疑
問
を
抱
く
よ
う

に
な
り
、
２
０
１
６
年
に
人
間
社
会
学
群
に
改
組
さ
れ
た
の
を
機

に
、
数
学
の
基
礎
学
力
に
つ
い
て
は
初
年
次
教
育
に
必
修
科
目
を

設
け
、
本
学
の
専
任
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
学
生
の
学
習
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
丁
寧
に
根
気
よ
く
教
育
す
る
方
式
に
変
更
し
た
。

２　
国
語
の
基
礎
学
力

　

数
学
の
基
礎
学
力
の
育
成
に
関
わ
っ
て
き
た
筆
者
ら
は
、
学
生

が
数
学
の
文
章
題
を
苦
手
に
し
て
い
る
こ
と
が
以
前
か
ら
気
に
な
っ

て
い
た
。
書
か
れ
て
い
る
日
本
語
（
国
語
）
を
読
む
力
、
す
な
わ

ち
問
題
文
の
単
語・

記
号・

語
句
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
、
結
局
問
題
が
解

け
な
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。
数

学
で
使
わ
れ
る
日
本
語
の
文
章
は
客
観
的・

論
理
的・

抽
象
的
な

の
で
、
そ
の
理
解
に
は
客
観
的・

論
理
的・

抽
象
的
な
日
本
語
の

読
み
書
き
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
学
生
は

そ
う
し
た
訓
練
を
義
務
教
育
と
高
校
の
教
育
で
十
分
に
は
受
け
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

国
語
（
母
語
と
し
て
の
日
本
語
）
の
能
力
の
重
要
性
は
、
多
く

の
先
達
が
指
摘
し
て
い
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
日

本
で
学
び
始
め
る
子
ど
も
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
野
（
教
科
）

を
国
語
を
介
し
て
学
ぶ
の
で
、
国
語
の
習
得
は
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、社
会
に
出
て
働
く
場
合
、社
内
で
英
語
の
使
用
を
義

務
付
け
る
企
業
が
あ
る
と
し
て
も
、
日
本
で
働
く
場
合
に
は
国
語

力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
現
実
に
、
就
職
筆
記
試
験
で
英
語
を
課
さ

な
い
企
業
は
あ
る
が
、
国
語
を
課
さ
な
い
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
日
本
語
で
書
か
れ
た
本
を
読
め
な
い
」、「
読

ん
だ
内
容
を
要
約
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
見
て
き

た
こ
と
を
報
告
書
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」、「
考
え
た
こ

と
や
思
っ
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
」
な
ど
、
大
学
生
ば
か
り
か

社
会
人
の
国
語
力
の
乏
し
さ
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
能

力
は
、
物
事
を
客
観
的
に
把
握
し
、
理
解
し
た
内
容
を
適
切
な
言

葉
（
語
句
）
に
置
き
換
え
る
訓
練
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
う
し
た

訓
練
を
大
学
入
学
ま
で
に
十
分
に
受
け
て
い
な
い
と
筆
者
ら
は
考

え
て
い
る
。
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国
語
に
関
す
る
入
学
前
教
育
と
し
て
、
人
文・

社
会
系
学
部
で

は
、
テ
ー
マ
を
与
え
て
調
べ
さ
せ
た
り
、
小
論
文
を
書
か
せ
た
り
、

新
聞
や
書
籍
の
抜
粋
を
要
約
さ
せ
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
校

ま
で
に
小
論
文
を
書
く
訓
練
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
要
約
の
訓

練
を
し
て
い
な
い
生
徒
は
、
小
論
文
や
要
約
の
多
く
が
感
想
文
に

な
っ
て
し
ま
い
、
こ
ち
ら
の
意
図
と
は
異
な
る
も
の
を
提
出
す
る

こ
と
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
提
出
物
を
添
削
し
、

コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
返
却
し
て
も
、
生
徒
に
ど
れ
ほ
ど
の
教
育
効

果
が
あ
っ
た
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

在
学
生
の
教
育・

指
導
に
加
え
、
入
学
前
教
育
の
提
出
物
を
添
削

し
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
返
却
す
る
作
業
は
、
担
当
教
員
に
と
っ
て

は
負
担
と
な
っ
た
。
特
に
、
課
題
の
原
案
、
添
削
上
の
注
意
点
、

コ
メ
ン
ト
の
例
な
ど
の
作
成
責
任
者
の
負
担
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ

た
。
結
局
、
課
題
を
２
～
３
回
提
出
し
た
だ
け
で
、
入
学
前
に
生

徒
の
国
語
力
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
に
人
間
社
会
学
群
に
改
組
さ
れ
た
の
を
機
に
、
国

語
力
に
つ
い
て
も
初
年
次
教
育
の
必
修
科
目
と
し
て
「
入
門
演
習

Ⅰ・

Ⅱ
（
半
期
科
目
二
つ
で
通
年
開
講
）」
を
設
け
、
少
人
数
の
学

生
を
対
象
に
、
統
一
し
た
教
材
で
読
み・

書
き・

説
明・

聴
く
と

い
う
基
本
的
な
国
語
力
の
養
成
を
図
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ま
で
の

国
語
に
関
す
る
入
学
前
教
育
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

３　
英
語
の
基
礎
学
力

　

本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
で
は
、
次
の
よ
う
な
英
語
の
入
学

前
教
育
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
こ
ち
ら
が
指
定
し
た
単

語
が
長
文
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
用
法
を
辞
書
で
調
べ
、
そ
れ
と

同
じ
用
法
の
例
文
を
辞
書
か
ら
書
き
写
す
も
の
だ
っ
た
。
丹
念
に

辞
書
を
引
い
て
、
指
示
通
り
の
作
業
が
で
き
る
生
徒
が
い
る
一
方

で
、
辞
書
で
単
語
や
語
句
の
意
味
を
調
べ
る
経
験
に
乏
し
い
生
徒

も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
生
徒
は
、
中
学
校
で
英
語

を
学
ぶ
と
き
か
ら
、
知
ら
な
い
単
語
は
教
科
書
の
巻
末
に
あ
る
語

句
の
意
味
を
見
る
だ
け
で
、
辞
書
を
引
く
と
い
う
面
倒
な
作
業
を

し
て
こ
な
か
っ
た
場
合
が
多
い
。
辞
書
を
引
く
経
験
が
少
な
い
上
、

高
校
で
電
子
辞
書
を
使
う
よ
う
に
な
る
と
、
単
語
の
意
味
を
調
べ

た
時
に
、
品
詞
の
違
い
を
区
別
せ
ず
に
、
最
初
に
表
示
さ
れ
る
意

味
だ
け
に
注
目
し
て
終
え
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
生
徒
は
、
単
語

の
発
音
と
意
味
を
知
っ
て
、
書
け
る
く
ら
い
に
覚
え
る
方
法
を
身

に
付
け
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
品
詞
、
文
の
構
造
、
時
制
な
ど
の

英
文
法
の
規
則
を
理
解
し
て
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
訓
練
も
し
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

英
語
の
入
学
前
教
育
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
長
文
を
「
意
味

の
か
た
ま
り
」
で
区
切
り
、
そ
の
か
た
ま
り
ご
と
に
訳
さ
せ
る
ス

特集 入学前教育の現状と課題

55 大学時報　2019.1



ラ
ッ
シ
ュ・

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
学
校
か

ら
の
英
語
の
授
業
で
教
師
の
後
に
続
い
て
音
読
し
た
り
、
自
宅
で

音
読
す
る
訓
練
を
し
て
こ
な
か
っ
た
生
徒
は
、
長
文
を
音
読
で
き

ず
、
意
味
の
か
た
ま
り
で
区
切
る
こ
と
も
不
可
能
に
近
い
と
考
え

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
生
徒
の
英
語
の
能
力
と
英
語
の
入
学
前
教
育

の
課
題
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
極
め
て
大
き
く
、
生
徒
の
英
語
能
力
の

差
を
無
視
し
て
単
一
の
英
語
の
入
学
前
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
の

有
効
性
に
つ
い
て
も
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
２
０
１

６
年
に
取
り
や
め
と
な
っ
た
。
数
学
や
国
語
と
同
様
に
英
語
に
つ

い
て
も
、
入
学
後
の
初
年
次
教
育
で
個
々
の
学
生
の
学
習
レ
ベ
ル

に
合
っ
た
英
語
教
育
を
丁
寧
に
根
気
よ
く
行
い
、
修
得
レ
ベ
ル
の

向
上
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
変
更
し
た
。

４　
初
年
次
教
育
の
一
環
と
し
て
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　

２
０
１
６
年
に
人
間
社
会
学
群
が
開
設
さ
れ
た
の
を
機
に
、
初

年
次
教
育
と
し
て
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
成
す
る
授
業
を
導
入

し
た
。
具
体
的
に
は
、
１
年
生
前
期
開
講
の
必
修
科
目
「
人
間
社

会
演
習
Ⅰ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
年
生
が
前
期
の
間
に
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
の
１
年
生
に
出
会
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
き
っ
か

け
と
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
含
む
「
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）」、

物
事
に
進
ん
で
取
り
組

む
主
体
性
を
含
む
「
前

に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク

シ
ョ
ン
）」
と
い
っ
た
社

会
人
基
礎
力
の
重
要
性

に
気
付
か
せ
る
授
業
で

あ
る
。
こ
の
授
業
の
予

告
編
と
し
て
、
入
学
予

定
者
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
12
月
に
第
１
回
、
２

月
に
第
２
回
を
自
由
参

加
で
行
っ
て
い
る
。

　

第
１
回
は
参
加
者
を

４
、
５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
に
は
上
級
生
を
１

人
配
置
し
、
自
動
車
を
生
産
す
る
会
社
を
仮
定
し
て
最
終
利
益
を

競
う
「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
ク
ー
リ
ン

グ
で
は
、
組
織
の
中
で
協
力
し
て
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
必
要
な

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
、
チ
ー
ム
に
貢
献
す
る
上
で
必
要
な
各
自
の
能

力
（
付
加
価
値
）
を
大
学
生
活
の
中
で
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を

理
解
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

第
２
回
は
入
学
前
の
不
安
解
消
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
。 写真１　入学前スクーリング第１回
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最
初
に
、
参
加
者
と
上
級
生
、
教
職
員
が
全
員
で
身
体
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
身
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
。
次
に
、
上
級
生
１
人

と
教
員
１
人
を
含
む
５
、
６
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
自
己
紹

介
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
も
し
く
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス・

ゲ
ー
ム
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
上
級
生
が
入
学
予
定
者
か

ら
「
大
学
生
活
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
」
や
「
不
安
に
思
っ
て
い

る
こ
と
」
を
聞
き
出
し
、
自
分
の
体
験
に
基
づ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。

　

第
１
回
と
第
２
回
の
い
ず
れ
も
、
入
学
予
定
者
の
20
～
30
％
が

参
加
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で

も
、
学
生
生
活
を
送
る

上
で
本
学
の
教
職
員
が

学
生
の
支
援
者
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
最
も
配
慮
し
て

い
る
。

　

な
お
、「
社
会
人
基
礎

力
」
を
育
成
す
る
授
業

と
、
そ
の
準
備
と
し
て

の
入
学
前
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
の
導
入
は
、
塚
本
淳
子
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
と
中
西
勝
彦
（
京
都

精
華
大
学
非
常
勤
講
師
）
の
両
氏
か
ら
、
多
く
の
助
言
と
協
力
を

得
て
実
現
で
き
た
こ
と
を
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

５　
高
大
接
続
や
地
域
で
の
人
材
育
成
へ
の
転
換

　

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
が
２
０
１
３
年
11
～
12
月
に
調
査

し
た
『
高
大
接
続
に
関
す
る
調
査
』（
２
０
１
４
年
）
に
よ
る
と
、

四
年
制
大
学
に
進
学
予
定
の
高
校
３
年
生
の
学
力・

学
習
の
状
況

の
項
目
に
お
い
て
、「
義
務
教
育
（
中
学
校
）
ま
で
に
身
に
付
け
る

べ
き
教
科・

科
目
の
知
識・

理
解
が
不
足
し
て
い
る
生
徒
」が
半
数

以
上
い
る
と
回
答
し
た
高
校
が
32・

３
％
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、大
学
側
が
把
握
し
て
い
る
以
上
に
、高
校

生
の
学
力・

学
習
状
況
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま

た
、新
井
紀
子（
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）・

尾
崎
幸
謙
（
筑
波
大

学
大
学
院
准
教
授
）に
よ
る『
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
求

め
ら
れ
る
人
材
育
成
』（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
オ
ピ
ニ
オ
ン
ペ
ー
パ
ー
２
０
１

７
年
７
月
）
で
は
、義
務
教
育
修
了
ま
で
の
基
礎
学
力
、特
に
国
語

の
読
解
力
の
不
足
と
、
そ
の
対
策
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
報
告
か
ら
、
本
学
の
人
文・

社
会
系
学
部
の
入
学

前
教
育
や
、
入
学
時
点
に
お
け
る
国
語・

数
学・

英
語
の
基
礎
学

写真２　入学前スクーリング第２回
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力
テ
ス
ト
（
プ
レ
イ
ス

メ
ン
ト・

テ
ス
ト
）
で

把
握
し
て
い
た
基
礎
学

力
の
状
況
が
、
本
学
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、

全
国
的
な
問
題
で
あ
る

と
再
認
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

経
済
産
業
省
が
取
り

ま
と
め
た
２
０
０
６
年

の
『
社
会
人
基
礎
力
に

関
す
る
研
究
会 

―

「
中
間
取
り
ま
と
め
」

―
』
の
「
職
場
や
地

域
社
会
で
活
躍
す
る
上
で
必
要
と
な
る
能
力
」
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
基
礎
学
力
」
は
、
高
等
教
育
の
「
専
門
知
識
」
と
並

ん
で
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
育
み
生
か
す
重
要
な
要
素
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
基
礎
学
力
が
不
足
し
て

い
る
と
な
る
と
、
専
門
知
識
の
修
得
に
支
障
を
来
た
し
、
社
会
人

基
礎
力
も
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

さ
ら
に
２
０
１
８
年
に
な
っ
て
か
ら
、文
部
科
学
省
の
『Society 

5.0

に
向
け
た
人
材
育
成
～
社
会
が
変
わ
る
、
学
び
が
変
わ
る
～
』

（
平
成
30
年
６
月
５
日
）
で
は
、「
知
識・

技
能
と
し
て
の
語
彙
や

数
的
感
覚
な
ど
の
学
力
の
基
礎
に
加
え
、
人
間
の
強
み
を
発
揮
す

る
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
文
章
や
情
報
を
正
確
に
理
解
し
、
論
理

的
思
考
を
行
う
た
め
の
読
解
力
や
、
他
者
と
協
働
し
て
思
考・

判

断・

表
現
を
深
め
る
対
話
力
等
の
社
会
的
ス
キ
ル
な
ど
、
読
み
解

き
対
話
す
る
力
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
『
今
後
の
採
用
と
大
学
教
育
に
関

す
る
提
案
』（
２
０
１
８
年
12
月
４
日
）
で
も
、「
Ⅱ
．大
学
に
期
待

す
る
教
育
改
革
、１
．文
系・

理
系
の
枠
を
越
え
た
基
礎
的
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
」
の
項
目
で
、「
多
様
な
価
値
観
が
融
合
す
るSociety 5.0

時
代
の
人
材
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
、
倫
理・

哲

学
や
文
学
、
歴
史
な
ど
の
幅
広
い
教
養
や
、
文
系・

理
系
を
問
わ

ず
、
文
章
や
情
報
を
正
確
に
読
み
解
く
力
、
外
部
に
対
し
自
ら
の

考
え
や
意
思
を
的
確
に
表
現
し
、
論
理
的
に
説
明
す
る
力
が
求
め

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
使
い
こ
な
す

た
め
に
情
報
科
学
や
数
学・

統
計
の
基
礎
知
識
も
必
要
不
可
欠
と

な
る
。」
と
し
て
い
る
。Society5.0 

と
な
っ
て
も
、
基
礎
学
力
と

社
会
人
基
礎
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
入
学
前
教
育
の
目
標
が
、
大
学

の
学
習
に
必
要
な
基
礎
学
力
を
大
学
入
学
ま
で
に
身
に
付
け
さ
せ

図表１　能力の全体像（経済産業省）

基礎学力
（前に踏み出す力、

考え抜く力、
チームで働く力）

（読み、書き、算数、
基本ITスキル 等）

人間性、基本的な生活習慣
（思いやり、公共心、倫理観、基礎的なマナー、身の周りのことを自分でしっかりとやる 等）

専門知識
（仕事に必要な
知識や資格 等）

基礎学力・専門知識
を活かす力

（社会人基礎力）
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る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
、
入
学
前
年
の
12
月
ま
で
に
入
学
が
決

ま
っ
た
生
徒
に
は
３
カ
月
し
か
な
い
。
短
期
間
で
最
も
効
率
よ
く

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
大
学
も
し
く
は
中
学・

高
校
の
教

員
、
あ
る
い
は
教
員
経
験
者
が
、
生
徒
に
対
し
て
個
別
に
毎
日
、

生
徒
が
身
に
付
け
る
べ
き
学
習
内
容
を
教
育・

指
導
す
る
の
が
よ

い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
高
校

入
学
時
点
で
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
学
習
内
容
を
理
解
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
点
検・

確
認
を
行
い
、
高
校
卒
業
の
時
点
で
少
な

く
と
も
義
務
教
育
修
了
レ
ベ
ル
の
学
力
が
保
証
さ
れ
て
い
れ
ば
、

大
学
の
入
学
前
教
育
や
初
年
次
教
育
で
基
礎
学
力
に
関
す
る
教
育

を
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
大
学
と
そ
の
周
辺
地
域
の
高
校
と
の
高
大
接

続
が
重
要
で
あ
る
と
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。
か
つ
て
高
校
訪
問

を
し
た
際
に
、
本
学
に
入
学
し
た
１
年
生
の
基
礎
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
大
学
で
の
基
礎
学
力
育
成
の
成
果
を
進
路
指
導
の
教
員
に

説
明
し
た
と
こ
ろ
、「
頭
が
下
が
り
ま
す
。
高
校
で
も
、
中
学
校
で

身
に
付
け
て
こ
な
か
っ
た
内
容
を
教
え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
す
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
中
学
校
で
も
、
小
学
校
で

身
に
付
け
て
こ
な
か
っ
た
内
容
を
教
え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
だ
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
地
域

の
児
童・

生
徒・

学
生
を
、
小
学
校・

中
学
校・

高
校・

大
学
が

互
い
に
連
携
し
て
、
各
段
階
で
学
力
保
証
に
責
任
を
も
っ
た
教
育

を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
大
学
は
そ

の
地
域
の
高
校
と
の
高
大
接
続
を
進
め
、
大
学
の
教
員
が
高
校
の

教
員
と
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
、
生
徒・

学
生
の
基
礎
学
力
を
中

心
と
す
る
教
育
を
通
し
て
、
人
材
育
成
に
お
け
る
協
力
関
係
を
形

成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

一
方
、
大
学
と
企
業
の
間
で
も
、
人
材
育
成
に
お
い
て
協
力
関

係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
本
学
は
「
姫
路
経
営
者
協
会
」
と
２
０

１
６
年
に
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
現
在
、
人
間
社
会
学
群
の
社

会
人
基
礎
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
係
す
る
複
数
の
授
業
の
監
修

な
ら
び
に
講
師
派
遣
な
ど
で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
姫
路
を
含
む
播
磨
地
域
で
地
方
創
生
を
実

現
す
る
に
は
、
地
域
で
生
ま
れ
育
つ
「
全
て
の
」
人
的
資
源
の
能

力
を
高
め
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
の
小
学
校・

中
学
校・

高
校・

大
学・

企
業
が

連
携
し
、
基
礎
学
力・

社
会
人
基
礎
力・

専
門
知
識
の
育
成
を
視

野
に
入
れ
た
教
育
の
仕
組
み
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
筆
者
ら
は
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
２
０
１
９
年
入
学
予
定
者
に
は
、
基
礎
学
力
育
成
の
た

め
に
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
た
が
、
そ
の
効
果
や
問
題
点
に
つ

い
て
は
別
の
機
会
に
報
告
し
た
い
。 

特集 入学前教育の現状と課題
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１　
流
通
科
学
大
学
の「
入
学
前
教
育
」の
変
遷

　

流
通
科
学
大
学
の
「
入
学
前
教
育
」
は
、
２
０
０
８
年
度
に
Ａ

Ｏ
入
試
合
格
者
を
対
象
に
実
施
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
２
０
０

９
年
度
以
降
は
指
定
校・

公
募
推
薦
入
試
合
格
者
に
も
対
象
を
広

げ
た
。
本
学
の
実
施
開
始
時
期
は
特
に
早
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

徐
々
に
改
正
を
加
え
て
き
た
軌
跡
と
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
他

の
参
考
に
な
る
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

２
０
０
９
年
度
に
は
、「
入
学
予
定
者
に
対
し
て
基
礎
学
力
面
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
入
学
直
後
に
大
学
生
活
を

円
滑
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
機
会
」
の
両
者
が

必
要
と
の
見
地
か
ら
、
２
日
間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。
事
前
に
配
付
し
た
「
入
学
前
課
題
」
の
復
習
講
義
と
確
認
テ

ス
ト
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
、
学
内
探

索
ゲ
ー
ム
、
50
分
お
よ
び
90
分
の
二
つ
の
模
擬
講
義
、
先
輩
学
生

と
の
懇
親・

交
流
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

２
０
１
０
年
度
は
、
２
日
間
の
実
施
は
担
当
教
員
と
参
加
学
生

の
両
者
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
１
日
で
「
入
学
前

課
題
」
の
解
説
、
練
習
問
題・

実
力
問
題
、
交
流
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
、
以
降
１
日
実
施
が
定
着
し
た
。

　

２
０
１
１
～
２
０
１
３
年
度
は
、「
入
学
前
課
題
」
の
回
収
と 

復
習
テ
ス
ト
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
」
に
よ
る
他
者

と
の
関
り
の
促
進
と
友
人
づ
く
り
、「『
映
像
資
料
』
の
視
聴
と 

ふ
り
返
り
」
に
よ
る
、
学
び
や
課
外
活
動
に
対
す
る
積
極
性
の
涵

養
、「
先
輩
の
話
を
聞
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
、
入
学
後
の
学
生

生
活
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
の
除
去
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
た
。

　

２
０
１
４
年
度
の
「
入
学
前
教
育
」
で
は
、
２
０
１
５
年
度
か

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
と
初
年
次
教
育
の
連
携

―
流
通
科
学
大
学
の
「
気
づ
き
の
教
育
」
へ
の
円
滑
な
移
行
と
準
備

南
木 

睦
彦
●
流
通
科
学
大
学
商
学
部
教
授
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ら
実
施
さ
れ
る
初
年
次
教
育
の
目
的
が
先
取
り
的
に
付
与
さ
れ
、

「
自
分
自
身
の
現
状
を
知
り
、
大
学
生
活
の
目
標
づ
く
り
の
材
料
に

す
る
こ
と
」
と
「
同
学
年
の
友
達
、
先
輩
、
教
員
と
の
つ
な
が
り

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
す
る
こ
と
」
が
目
的
と
さ
れ
た
。
内
容
と

し
て
は
、
前
年
度
ま
で
の
「
映
像
資
料
」
の
視
聴
プ
ロ
グ
ラ
ム 

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
に
差
し
替
え

ら
れ
た
。

２�　
「
気
づ
き
の
教
育
」（
２
０
１
５
年
度
開
始
）と
入
学
前

教
育

　

流
通
科
学
大
学
で
は
、
現
在
、
１
年
生
の
前
半
に
「
気
づ
き
の

教
育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
や
学
び
を
通
し

て
、
一
人
一
人
の
「
な
り
た
い
自
分
（
夢
の
種
）」
を
探
し
、
そ
れ

に
応
じ
て
本
学
に
お
け
る
４
年
間
の
学
び
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
意

義
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
１
年
生
の
み
を
対
象

と
す
る
科
目
で
編
成
し
た
「
気
づ
き
の
教
育
」
の
幹
と
な
る
科
目

と
し
て
、「
自
己
発
見
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
と
い
う
８
単
位
の
科
目

を
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
科
目
に
は
、
月・

火
、
ま
た
は
木・

金

の
午
前
中
４
時
間
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
課
題

解
決
、
企
業
人
と
の
交
流
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
自
発
的

で
積
極
的
な
行
動
を
伴
う
多
数
の
経
験
や
、
経
験
と
ふ
り
か
え
り

を
通
し
て
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き
」
が
重
視
さ
れ
た
科

目
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
自
己
発
見
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
の
40
人
ほ
ど
の
ク
ラ
ス
の
運
営

補
助
者
と
し
て
、
先
輩
学
生
で
あ
る
Ｃ
Ａ
（
ク
ラ
ス
ア
シ
ス
タ
ン

ト
）
が
毎
時
間
１
名
、
ク
ラ
ス
に
参
加
し
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
は
事
務

的
補
助
に
止
ま
ら
ず
、
先
輩
ス
ピ
ー
チ
を
担
当
し
た
り
、
時
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
介
入
し
、
さ
ら
に
新
入
生
の
助
言
者
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
善
に
も
関
与
し
て
い
る
。

　

気
づ
き
の
教
育
で
は
、
こ
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
活
動
を
重
視
す

る
た
め
に
、「
入
学
前
教
育
」
も
、
そ
れ
に
対
応
し
た
も
の
と
す
る

必
要
性
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

３　
入
学
前
教
育
の
四
つ
の
目
的（
２
０
１
５
年
度
以
降
）

　

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
入
学
前
教
育
の
目
的
と
し
て
、

「
気
づ
き
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
導
入
と
な
る
と
と
も
に
、
友
人

を
つ
く
り
学
生
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
る
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
実
施
し
て
い
る
と
記
し
て
あ
る
。
詳
細
に
見
る
と
、
目
的

は
四
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

特集 入学前教育の現状と課題
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①　

早
期
合
格
者
の
学
習
習
慣・

学
習
意
欲
維
持

　
「
入
学
前
課
題
」
を
入
試
の
合
格
者
に
配
付
し
、
取
り
組
ま
せ
て

い
る
。
２
０
０
９
年
度
か
ら
続
け
て
い
る
。

②　

入
学
ま
で
の
不
安
の
除
去

　

対
象
者
全
員
が
１
日
、
来
学
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
含
む
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
変
化
し
て
い
る
が
、
２
０
１
０
年
度

以
降
同
様
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
度
以
降
は
「
気
づ
き
の
教
育
」

と
類
似
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
不
安
を
取
り

除
き
、
か
つ
友
人
や
先
輩
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
や
す
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
。

③　

入
学
前
の
学
生
実
態
把
握

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
極
め
て
低
い
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

活
動
が
困
難
な
学
生
を
入
学
前
に
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

④　

教
員・

Ｃ
Ａ
の
研
修・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

教
員
や
Ｃ
Ａ
は
入
学
前
教
育
で
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
り
、
４

月
か
ら
の
「
自
己
発
見
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
な
ど
の
「
気
づ
き
の

教
育
」
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　
２
０
１
８
年
度
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

①　

実
施
日
時
と
参
加
人
数

　

２
月
17
日
、
21
日
、
24
日
に
、
合
計
５
０
５
名
を
対
象
に
実
施

し
た
。

②　

入
学
前
課
題

　

受
け
付
け
時
に
「
入
学
前
課
題
」
を
回
収
す
る
。
２
０
１
７
年

度
ま
で
は
、市
販
の
「
一
般
常
識
問
題
集
」
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
選
び
、
回
答
用
の
ノ
ー
ト
と
と
も
に
事
前
送
付
し
て
い
た
。
基

礎
的
な
知
識
や
数
的
処
理・

文
章
表
現
な
ど
に
関
わ
る
基
礎
技
能

は
、
大
学
の
学
び
や
社
会
に
出
て
か
ら
の
活
躍
に
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
ら
の
基
礎
知
識・

技
能
の
現
状
を
確
認
し
、
今
後
の

学
び
へ
の
気
づ
き
を
促
そ
う
と
し
て
、
こ
の
方
式
を
採
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
８
年
度
は
、
新
聞
記
事
を
素
材
と
し
た
独
自
教
材
に
内

容
を
変
更
し
た
。
市
販
の
問
題
集
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
、
知

識
や
技
能
の
低
い
新
入
生
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
学
習
意
欲
を
削

ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
危
惧
し
た
こ
と
、
新
聞

記
事
を
通
じ
て
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
な
ど
が
変
更
の
理
由
で 

あ
る
。

③　

気
づ
き
の
ち
か
ら
だ
め
し

　

２
０
１
７
年
度
ま
で
は
、「
入
学
前
課
題
」
に
誠
実
に
取
り
組
む

こ
と
を
促
す
た
め
も
あ
っ
て
、「
課
題
」
問
題
集
か
ら
出
題
し
て
い

た
。
２
０
１
８
年
度
に
は
入
学
前
課
題
は
変
更
し
た
も
の
の
、
同

一
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
自
ら
の
基
礎
知
識・

技
能
の
現
状
を
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知
っ
た
上
で
、
入
学
後
に
学
び
な
お
す
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。

④　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム

　

グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
問
題
解
決
の
体
験
を
す
る
。
配
付
さ
れ

た
カ
ー
ド
に
記
さ
れ
た
断
片
的
な
情
報
を
全
員
が
持
ち
寄
る
こ
と

に
よ
っ
て
正
解
に
至
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
た
。
全
員
が
発

言
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
極
め

て
低
い
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が
困
難
な
学
生
を
入
学
前
に
把
握

し
や
す
い
こ
と
と
、
正
解
に
至
れ
ば
達
成
感
を
持
て
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
タ
イ
プ
の
ゲ
ー
ム
を
選
ん
だ
。

⑤　

昼
食

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
昼
食
を

取
る
こ
と
が
、
友
人
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
勧

誘
も
同
時
に
実
施
し
、
Ｃ
Ａ
以
外
の
先
輩
学
生
と
の
出
会
い
の
機

会
も
設
け
て
い
る
。

⑥　

学
内
探
索
ツ
ア
ー

　

午
前
中
と
同
一
グ
ル
ー
プ
で
学
内
を
探
索
す
る
。
ど
こ
に
何
が

あ
る
か
、
ど
こ
で
何
が
で
き
る
の
か
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
入
学

前
の
不
安
を
一
つ
で
も
除
去
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
立
案
な
ら
び
に
案
内
は
Ｃ
Ａ
が
担
当
し
て
い
る
。

⑦　
「
先
輩
の
話
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

図表１　2018年度入学生対象「入学前教育」プログラム（赤字は主要なプログラム）

実　施　内　容
開始 終了 概　　　要
9:30 10:00 受付・入学前課題の提出 （大教室）

10:00 10:20 開講式・オリエンテーション　

10:20 11:30 「気づきのちからだめし」実施（大教室）
テスト時間50分（10:30～11:20）

11:30 12:20 コミュニケーション・ゲーム
（30～40人程度の規模で、小教室に分かれて4クラスで実施）　　　

12:20 13:00 昼食（各クラス、レストラン2階にて）
在学生によるクラブ紹介・勧誘（レストラン周辺）

13:00 13:50
クラス教室集合・午後の出席確認
学内探索ツアー
グループ単位の学内探検ゲームに出発、1グループ10名～15名程度

13:50 14:00 トイレ休憩

14:00 15:00
「先輩の話」プログラム（小教室）
・ 先輩学生による話（各クラス３名ずつ、勉強、部活、資格その他）
・ 質疑応答 10分／振り返り 10～15分　　　　　　  

15:00 15:10 大教室へ移動

15:10 15:20 「気づきの教育」についての説明
今後のスケジュールなど事務連絡　　

15:20 15:30 閉講式（表彰及び講評）・入学前教育アンケート実施

特集 入学前教育の現状と課題
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３
、
４
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
先
輩
Ｃ
Ａ
の
話
を
聞
い

て
質
問
し
、
大
学
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
入
学
後
に
何
を

し
た
い
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
い
る
。
入
学
前
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
に
も
役
立
っ

て
い
る
。

⑧ 　
「
気
づ
き
の
教
育
の
説
明
」

「
閉
講
式
」
な
ど

　
「
気
づ
き
の
教
育
」
の
全
体
像

を
説
明
し
た
り
、「
気
づ
き
の
ち

か
ら
だ
め
し
」
の
高
得
点
者
を

公
表・

表
彰
し
た
り
し
て
、
入

学
後
へ
の
期
待
を
高
め
て
終
了

す
る
。

⑨　

情
報
の
活
用

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
、
担

当
教
職
員
や
Ｃ
Ａ
が
情
報
交
換

を
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が
困
難

だ
っ
た
り
マ
ナ
ー
面
で
課
題
が

図表２　2018年２月24日実施「入学前教育」アンケート結果（184名対象・一部抜粋）

とても熱心に取り組んだ やや熱心に取り組んだ あまり熱心に取り組まなかった
全く熱心に取り組まなかった

とても練習になった やや練習になった あまり練習にならなかった
全く練習にならなかった

とてもあった ややあった あまりなかった
全くなかった

とても熱心に取り組んだ やや熱心に取り組んだ あまり熱心に取り組まなかった
全く熱心に取り組まなかった

イメージできるようにとてもなった イメージできるようにややなった イメージできるようにあまりならなかった
イメージできるように全くなっていない

とてもあった ややあった あまりなかった
全くなかった

とても熱心に取り組んだ やや熱心に取り組んだ あまり熱心に取り組まなかった
全く熱心に取り組まなかった

とても参考になった やや参考になった あまり参考にならなかった
全く参考にならなかった

とても楽しみだ やや楽しみだ あまり楽しみではない
全く楽しみではない

とても楽しみだ やや楽しみだ やや不安だ
とても不安だ

コミュニケーション・ゲームに熱心に取り組みましたか。

コミュニケーション・ゲームにより、グループで協力して課題に取り組む練習になりましたか。

コミュニケーション・ゲームにより、同じグループの人と会話し、交流を深める機会がありましたか。

学内探索ツアーに熱心に取り組みましたか。

学内探索ツアーにより、大学のどこに何があるかイメージできるようになりましたか。

学内探索ツアーにより、同じグループになった人と会話し、交流を深める機会がありましたか。

「先輩の話」プログラムに熱心に取り組みましたか。

「先輩の話」プログラムは、４月から大学生活を送ろうとしているあなたに参考になりましたか。

入学後最初の半年間に実施される「気づきの教育」について、今の時点でどう思いますか。

入学後グループで協力して課題に取り組むことが多くなりますが、そのことについてどう思いますか。

26% 68% 7 %

35% 59%

0%

0%
6%

30% 60% 10%
0%

20% 63% 16%
1%

14% 64% 20%
2%

25% 54% 17%
4%

33% 64% 3%
0%

47% 53% 1%
0%

16% 71% 13%
1%

19% 60% 19%
2%
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あ
っ
た
受
講
生
な
ど
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
こ
れ
を
ク

ラ
ス
分
け
の
参
考
に
す
る
な
ど
し
て
、
入
学
後
の
学
習
環
境
を
工

夫
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
い
る
。

５　
受
講
生
の
評
価

　

受
講
生
の
自
己
評
価
の
一
例
を
示
す
（
図
表
２
）。
効
果
を
実
感

し
た
項
目
は
、「
先
輩
の
話
」
が
最
も
高
く
、「
あ
ま
り
参
考
に
な

ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
も
の
は
１
％
（
１
名
）
に
止
ま
る
。
学

内
探
索
ツ
ア
ー
は
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
22
％
が
、
大
学
の
ど
こ

に
何
が
あ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
と
答

え
て
い
る
。
改
善
版
を
Ｃ
Ａ
が
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
は
、
活
動
の
練
習
と
し
て
の
効
果
を
94
％

が
、
交
流
の
機
会
と
し
て
の
効
果
を
90
％
が
感
じ
て
い
る
。

　

自
由
回
答
の
代
表
的
な
意
見
と
し
て
は
、「
最
初
は
不
安
だ
っ
た

が
友
達
が
で
き
て
よ
か
っ
た
、
入
学
後
が
楽
し
み
に
な
っ
た
」「
初

め
て
会
っ
た
人
と
も
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
仲
良
く
な
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
先
輩
か
ら
学
生
生
活
の
話
を
聞
け
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」
な
ど

が
多
く
、
入
学
前
の
不
安
を
取
り
除
き
、「
気
づ
き
の
教
育
」
に
お

け
る
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
心
構
え
を
つ
く
る
こ
と
に
、
は
っ
き
り

と
し
た
効
果
を
上
げ
た
と
い
え
る
。

６　
今
後
の
課
題

　

現
在
の
「
入
学
前
教
育
」
の
四
つ
の
目
的
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

は
よ
く
対
応
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
入
学
ま
で
の
不
安
の
除
去
」

は
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
２
０
０
９
年
度
に
課
題

と
し
た
「
入
学
予
定
者
に
対
し
て
基
礎
学
力
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
現
在
は
入
学
後
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
十
分
に
は
機
能
し
て
い
な
い
。
今
後
も
、
基
礎
学
力
を
含

む
各
種
の
基
礎
能
力
や
技
能
の
不
足
を
受
講
生
本
人
が
気
付
く
よ

う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
入
学
前
教
育
と
入
学
後
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
連
携
を
考
慮
し
な
が
ら
強
化・

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

自
主
的
な
学
び
の
機
会
で
あ
る
「
学
び
の
泉
」
へ
の
い
ざ
な
い
を

強
化
す
る
な
ど
し
て
、
改
善
を
目
指
し
た
い
。

　
「
入
学
前
教
育
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
日
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

「
気
づ
き
の
教
育
」
が
楽
し
み
で
は
な
い
、「
グ
ル
ー
プ
活
動
」
が

不
安
だ
と
の
回
答
が
一
定
の
割
合
で
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
受

講
生
も
い
る
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
た
う
え
で
、
入
学
後
の
教
育
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

特集 入学前教育の現状と課題
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は
じ
め
に

　

高
大
接
続
改
革
期
に
お
け
る
「
入
学
前
教
育
」
を
考
え
る
た
め

に
は
、
ま
ず
「
高
大
接
続
改
革
」
を
正
確
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
高
大
接
続
改
革
は
、
現
在
各
高
等
教
育
機
関
で
検
討

が
進
ん
で
い
る
「
入
試
改
革
」
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
学
力
の

３
要
素
を
育
成
す
る
「
高
等
学
校
教
育
」、
学
力
の
３
要
素
を
多
面

的
に
評
価
す
る
「
大
学
入
学
者
選
抜
」、
高
等
学
校
ま
で
に
培
っ
た

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
社
会
に
送
り
出
す
た
め
の
「
大
学
教

育
」、
こ
れ
ら
を
三
位
一
体
で
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
「
高
大

接
続
改
革
」
で
あ
る
。

　

多
面
的
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
学
力
の
３
要
素
を
、
高
等
学
校

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
よ
っ
て
育
成
し
始
め
て
お
り
、
知
識
の

蓄
積
の
み
な
ら
ず
、
得
ら
れ
た
知
識
を
活
用
す
る
力
の
育
成
に
ま

で
達
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
校
生
が
主
体
的
に
物
事
を
考
え
る

よ
う
な
授
業
や
探
究
学
習
の
工
夫
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
な

ど
、
多
く
の
施
策
を
実
施
し
、
大
学
入
学
者
選
抜
に
備
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
施
策
は
、
ご
く
一
部
の
先
進
的
な
高
等
学
校
だ
け
で

実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
図
表
１
に
示
し
た
高
校
教
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
約
半
数
が
「
主
体
的・

対

話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
」
を
組
織
的
、
あ
る

い
は
多
く
の
先
生
に
よ
っ
て
取
り
組
み
始
め
て
い
る
、
も
し
く
は

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
図
表
２
に
示

し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
約
７
割
が
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
成
果
を
大
学
入
学
者
選
抜
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
て
、
高
等
教
育
機
関
は
、
こ
れ
ら
の
高
等
学
校
の
取
り
組
み
の

特
集

入
学
前
教
育
の
現
状
と
課
題

入
学
前
教
育
の
力
点
は
シ
フ
ト
し
て
い
る

～
入
学
前
教
育
を
充
実
さ
せ
る
観
点
の
整
理
～

及
川 

愛
●
㈱
進
研
ア
ド　

高
大
接
続
教
育
部
部
長

石
田 

あ
す
み
こ
●
㈱
進
研
ア
ド　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部　
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図表１　教育・入試改革への対応に向けた取り組み【現状】
2018年2～3月実施高校教員対象アンケート、ベネッセコーポレーション調べ、n=1,126

図表２　「総合的な学習の時間」における探究学習の実施状況
2018年6月実施「総合的な学習の時間」における探究学習の実態調査。

全国の高校約1,000校へのアンケート。『VIEW21』高校版2018年8月号、ベネッセ教育総合研究所より

0 20 40 60 80 100%

主体的・対話的で深い
学びの視点からの授業改善

■①組織的な取り組み
■②多くの先生の取り組み
■③ごく一部の先生の取り組み
■④未着手
■⑤不明

思考力・判断力・表現力を
育成する授業実践

カリキュラム・マネジメントの
視点による指導計画・単元計画

教科学習以外での
探究的な学習の実践

思考力・判断力・表現力を評価する
ための作問、定期・実力考査での導入
生徒の定性的な情報、多様な活動

履歴の蓄積（ポートフォリオの活用）

かなり重視して
取り組んでいる

重視して
取り組んでいる

あまり
取り組んでいない

取り組んでいる

取り組んでいない

調査書の
活動履歴として

入試問題で問われる
資質・能力の育成として

まだ考えていない

生徒が志望理由書を
書く際の材料として

その他

7割が
探究学習に

取り組んでいる

入試への
成果利用が
多い

探究学習の実施状況（%）

16.6

22.5

35.1

16.6

9.1

20.5

32.8

24.3

17.3

5.1

探究学習の成果利用（%）

特集 入学前教育の現状と課題
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成
果
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
年
次
進
行
で
新
学
習
指
導
要
領
が

施
行
さ
れ
、
高
等
学
校
は
、
よ
り
探
究
学
習
や
教
科
横
断
的
な
力

を
身
に
付
け
さ
せ
る
教
育
を
展
開
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

深
さ
や
レ
ベ
ル
は
違
え
ど
、
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
既
に
実
施

さ
れ
て
い
る
教
育
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
高
大
接
続
改
革
」

と
「
２
０
２
２
年
新
学
習
指
導
要
領
施
行
」
と
い
う
二
つ
の
山
を

越
え
た
未
来
に
は
、
高
等
学
校
で
実
施
さ
れ
る
教
育
が
高
等
教
育

機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育
に
近
付
く
の
で
は
な
い
か
と
も
想

像
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
位
一
体
で
行
わ
れ
る
「
高
大
接
続
改
革
」
に

よ
っ
て
高
等
学
校
の
改
革
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
で
は
、
入
学

前
教
育
は
ど
う
か
。

１　
ど
の
よ
う
な「
入
学
前
教
育
」が
適
切
か

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
入
学
前
教
育
を
整
理
す
る
と
、
高
校
生
の

自
宅
学
習
を
基
本
と
し
た
「
通
信
教
育
型
入
学
前
教
育
」
と
、
高

校
生
自
身
が
進
学
予
定
の
大
学・

短
期
大
学
へ
赴
き
授
業
形
式
で

行
わ
れ
る
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
型
入
学
前
教
育
」
の
２
形
態
に
分
類

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
２
形
態
を
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
高

等
教
育
機
関
も
多
い
が
、
今
回
は
「
通
信
教
育
型
入
学
前
教
育
」

に
焦
点
を
当
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
現
在
の
高
校
生
に
適
切
な

の
か
を
考
察
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
入
学
前
教
育
は
、
早
期
入
試
で
入
学
が
決
定
し
た

高
校
生
に
対
し
、
入
学
ま
で
の
「
空
白
期
間
」
を
埋
め
る
施
策
の

一
環
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、「
通
信
教
育
型
入

学
前
教
育
」
の
主
な
内
容
は
、
高
等
学
校
の
教
科
学
習
を
補
て
ん

す
る
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
や
、
課
題
図
書
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
初
め
に
述
べ
た
通
り
、
現
在
の
高
校
生
の
多
く
は

高
等
学
校
で
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
を
経
験
し

て
い
る
。
進
路
研
究
で
は
、
低
学
年
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
Ａ
Ｐ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ポ
リ

シ
ー
）
研
究
を
実
施
し
て
い
る
高
等
学
校
も
あ
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
学
修
成
果
を
入
力
し
、
自
ら
の
成
長
が
可
視
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
充
実
感
を
得
る
と
い
う
あ
り
方
も
今
後
の
高
校
生
の

特
徴
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
が
変
化
し
て
い
る
中
、
高
大
接
続
改

革
期
の
教
育
と
し
て
、
現
在
の
高
校
生
に
合
っ
た
入
学
前
教
育
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
再
検
討
し
、
力
点
を
シ
フ
ト
す
る
動

き
も
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
例
は
、
入
学
前
教
育
に
お
け
る
教
科
学
習
の
あ
り
方
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
教
科
学
習
は
、
き
ち
ん
と
取
り
組
め
ば
一
定
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の
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
教

科
の
課
題
を
課
す
意
図
が
彼
ら
に
伝
わ
り
に
く
く
、
主
体
的
に
取

り
組
め
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
高
校
生
が
高
等
学
校

で
経
験
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
の
要
素
は

入
学
前
教
育
に
取
り
入
れ
に
く
く
、
高
校
生
に
と
っ
て
興
味
が
わ

か
な
い
教
材
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
よ
く
表

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
調
査
結
果
を
図
表
３
に
示
し
た
。
こ
れ
ま

で
重
視
さ
れ
て
き
た
「
学
習
を
継
続
さ
せ
る
」
と
い
う
目
的
に
加

え
て
、
半
数
の
高
等
教
育
機
関
は
、
入
学
前
教
育
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
校
生
の
意
欲
を
高
め
る
施

策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
先
ほ
ど
の
図
表
３

に
あ
る
「
意
欲
」
に
は
二
つ
の

意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
一
つ
目
は
「
学
習
」

に
対
す
る
意
欲
、
二
つ
目
は

「（
入
学
後
に
学
ぶ
）
学
問
」
に

対
す
る
意
欲
で
あ
る
。「
学
習
」

だ
け
で
な
く
、「（
入
学
後
に
学

ぶ
）
学
問
」
に
対
す
る
意
欲
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考

え
る
背
景
に
は
、
昨
今
、
多
く
の
高
等
教
育
機
関
か
ら
「
入
学
後

の
中
途
退
学
が
経
営
に
与
え
る
影
響
」
に
つ
い
て
よ
く
聞
く
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
基
礎
学
力
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
学
問
を
学
ぶ
意

欲
の
低
下
が
中
途
退
学
を
招
い
て
い
る
と
い
う
現
状
に
お
い
て
、

入
学
前
教
育
が
担
う
役
割
は
学
生
支
援
や
大
学
経
営
に
ま
で
及
ん

で
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
章
の
ま
と
め
と
し
て
、
高
大
接
続
改
革
期
に
お
け
る
入
学

前
教
育
の
力
点
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
観
点
を
以
下
の
四
つ
に
整
理 

し
た
。

① 　

高
等
学
校
の
新
し
い
学
習
方
法
と
か
け
離
れ
て
い
な
い
こ
と

② 　

高
等
学
校
の
学
び
と
大
学・

短
期
大
学
の
学
び
の
関
連
性

を
示
し
、
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と

③ 　

成
果
物
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
通
し
て
、
充
実
感
が

得
ら
れ
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る
内
容
で
あ
る
こ
と

④ 　

入
学
後
に
学
ぶ
学
問
へ
の
興
味
を
醸
成
さ
せ
、
入
学
後
も

意
欲
的
に
学
習
す
る
準
備
と
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と

　

ま
た
、
入
学
後
の
学
生
支
援
、
Ｉ
Ｒ
、
教
育
の
質
保
証
な
ど
の

観
点
か
ら
入
学
前
教
育
の
実
施
結
果
が
学
内
で
共
有
さ
れ
、
活
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な
観
点
で
あ
ろ
う
。

図表３　 入学前教育をより充実したものにするために
　　　　最も重要だと考える課題

文部科学省大学入試室調べ

意欲喚起の施策作成 50%

学力アッププログラム作成 29%

入学前教育のための組織・体制作り 10%

入学前教育に対する教員の意欲 4%

出身高校との連携 3%

経費の確保 3%
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２　
入
学
前
教
育
で
収
集
で
き
る
デ
ー
タ
の
整
理

　

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
学
内
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
対
応
す
る

と
い
う
Ｉ
Ｒ
活
動
を
背
景
に
、
近
年
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
る

「
入
学
前
教
育
の
実
施
に
お
け
る
デ
ー
タ
収
集
と
活
用
」
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
入
学
前
教
育
に
よ
っ
て
収
集
で
き
る
デ
ー
タ
は
、
大
き

く
分
け
て
３
種
類
あ
る
。

⑴　

課
題
の
提
出
状
況
デ
ー
タ

　

課
題
の
提
出
状
況
か
ら
「
学
習
を
継
続
し
て
い
る
か
」
が
分
か

る
が
、
併
せ
て
、
課
題
の
期
日
内
提
出
状
況
ま
で
収
集
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
す
る
受
講
者
の
意
識
も
把
握

で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
入
学
後
の
出
席
態
度
や
Ｇ
Ｐ
Ａ

（Grade Point A
verage

）
と
相
関
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

実
際
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
確
認
で
き
て
い
る
大
学・

短
期
大
学

も
あ
る
。

⑵　

課
題
の
採
点
デ
ー
タ

　

得
点
の
低
い
受
講
者
は
、
基
礎
学
力
不
足
と
学
習
方
法
の
理
解

不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

⑶　

受
講
前
と
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ

　

学
習
状
況
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
進
学
予
定
大
学・

短
期
大

学
に
対
す
る
満
足
度
や
、
興
味
関
心
の
あ
る
分
野
、
高
等
学
校
ま

で
の
学
習
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
休
学

や
中
途
退
学
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
の
回
答
が
空
欄
、
も
し
く
は
消
極
的
な
内
容

の
場
合
、
入
学
後
も
自
学
に
対
す
る
満
足
度
の
低
い
傾
向
が
続
く

こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
入
学
前
に
収
集
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、

学
生
の
状
態
を
早
期
に
把
握
で
き
、
入
学
後
の
学
生
指
導
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３　
入
学
前
教
育
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
活
用

　

次
に
、
入
学
前
教
育
の
実
施
を
通
じ
て
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
具

体
的
な
活
用
例
を
図
表
４
で
示
し
て
い
る
。
図
表
４
は
、
先
に
示

し
た
個
人
の
「
課
題
の
採
点
デ
ー
タ
」
と
「
課
題
の
提
出
状
況
デ
ー

タ
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
お
り
、
上
下
は
「
学
力
」、
左
右
は
「
提
出

期
限
」
を
表
し
て
い
る
。
各
象
限
は
以
下
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。

Ｄ
： 

こ
の
象
限
は
一
番
分
か
り
や
す
い
。
学
習
習
慣
や
基
礎
学
力

が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
意
欲
を
高
め
学
習
習
慣
を
身
に
付

け
る
指
導
を
、
入
学
後
す
ぐ
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

Ｃ
： 

Ｄ
の
象
限
に
あ
る
学
生
が
最
優
先
の
指
導
対
象
で
は
あ
る
が
、
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実
は
Ｃ
の
学
生
も
要
注
意
で
あ
る
。
学
力
が
高
い
の
で
つ
い

見
過
ご
し
が
ち
だ
が
、
Ｃ
の
学
生
は
高
等
学
校
ま
で
の
学
習

量
や
努
力
量
で
学
力
を
維
持
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
入
学

後
の
学
生
生
活
や
大
学・

短
期
大
学
で
の
学
び
に
順
応
で
き

な
け
れ
ば
、
Ｄ
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｂ
： 

こ
の
学
生
も
、
Ｃ
同
様
に
注
意
が
必
要
と
考
え
る
。
学
習
に

対
す
る
意
欲
は
高
い
が
、
学
力
が
芳
し
く
な
い
状
況
が
続
く

と
意
欲
は
低
下
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
た
め
、
学
習
方

法
を
修
正
す
る
指
導
が
有
効
で
あ
る
。

Ａ
： 

こ
こ
に
該
当
す
る
学
生
は
、
入
学
後
の
適
度
な
褒
め
、
励
ま

し
に
よ
っ
て
学
習
習
慣
や
学
習
意
欲
を
維
持
で
き
る
だ
ろ
う
。

併
せ
て
、
こ
の
象
限
の
学
生
に
対
し
て
は
、
他
学
生
を
牽
引

す
る
人
材
の
育
成
対
象
と
し
て
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
を
促
す
な
ど
、
積
極
的
な
指
導
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
入
学
前
教
育
の
力
点
は
、
学
生
に
与
え
る
「
教

材
」
の
み
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
学・

短
期
大
学
の
教
職
員
が
活

用
で
き
る
「
デ
ー
タ
の
収
集
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

４　
学
部・

学
科
単
位
か
ら
全
学
的
な
取
り
組
み
へ

　

入
学
前
教
育
を
「
新
入
生
に
対
す
る
自
学
全
体
の
教
育
」
と
捉

え
、
そ
の
目
的
を
全
学
で
定
義
し
、
推
進
す
る
大
学・

短
期
大
学

が
増
え
て
い
る
。
従
来
行
っ
て
い
た
学
部・

学
科
単
位
で
の
検
討

か
ら
、
大
学・

短
期
大
学
全
体
に
よ
る
検
討・

推
進
へ
と
シ
フ
ト

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
三
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
新
入
生
に
対
し
て
、
自
学
の
共
通
教

育
を
提
供
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
図
を
使
っ
て
説
明
し
た
い

（
図
表
５
）。
各
学
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
専
門
知
識
が
あ
る

図表４　指導の必要な学生のあぶり出し
2018年6月進研アド実施高大接続改革研究会より

目的意識の
育成が必要な学生

Ｃ

大至急
個別面談が
必要な学生

Ｄ

安心な学生

課題の得点が高い

課題の得点が低い

Ａ

学習スキルの
育成が必要な学生

Ｂ

課
題
の
提
出
期
限
が
守
れ
る

課
題
の
提
出
期
限
が
守
れ
な
い

特集 入学前教育の現状と課題
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が
、
こ
れ
ら
は
従

来
通
り
、
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
保
証

す
べ
き
力
で
あ

る
。
一
方
、
図
表

５
の
よ
う
に
、
大

学・

短
期
大
学
全

体
で
保
証
す
べ
き

力
も
あ
る
。
例
え

ば
、
思
考
力
と

い
っ
た
汎
用
的
ス

キ
ル
や
、
専
門
的

な
知
識
の
土
台
と

な
る
基
礎
学
力
が

該
当
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
大
学・

短
期
大
学
で
身
に

付
け
る
べ
き
力
を

二
つ
に
分
け
る
な

ら
ば
、
入
学
前
教

育
は
「
大
学・

短

期
大
学
全
体
で
保
証
す
べ
き
力
」
に
該
当
す
る
た
め
、
学
部・

学

科
の
み
で
検
討・

実
施
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
前
述
の
通
り
、
入
学
後
に
学
ぶ
学
問
へ
の
興
味
喚

起
は
必
須
で
あ
る
の
で
「
大
学・

短
期
大
学
全
体
の
共
通
教
育
」

＝
「
共
通
の
教
材
」
と
は
限
ら
な
い
。

　

二
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
教
育
効
果
を
高
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

従
来
、
学
部・

学
科
ご
と
に
教
材
開
発
、
採
点
、
添
削
を
行
う
た

め
、
取
り
組
み
に
差
が
出
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
運
用
組
織

の
一
括
化
に
よ
り
、
知
見
が
集
約
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
学
部・

学
科
に
お
い
て
均
質
的
な
教
育
を
実
施
で
き
る
。

　

三
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
第
３
章
で
述
べ
た
デ
ー
タ
の
活
用
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
部・

学
科
、
も
し
く
は
部
局
に
点
在
し
て
い

た
入
学
前
教
育
の
デ
ー
タ
が
全
学
的
に
集
約
さ
れ
る
の
で
、
自
学

の
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
の
分
析
は
容
易
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ

に
Ｉ
Ｒ
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
全
学
的
な
教
育
の
質
保
証
に
寄
与

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
成
功
し
て
い
る
大
学・

短
期
大
学
で

は
、
学
部・

学
科
を
横
断
し
て
意
思
決
定
の
で
き
る
人
が
旗
振
り

役
を
担
い
、
入
学
前
教
育
を
決
定
す
る
た
め
の
学
部
学
科
横
断
型

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
。

図表５　「学位プログラム単位で保証すべき力」と「大学全体で保証すべき力」の関係
『Between』2018年1-2月号

卒論

工学部 ...etc．

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

卒論

理学部

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

卒論

経済学部

学位プログラム

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

卒論

文学部

専門知識

汎用的スキル
（≒思考力）

知識・技能
（基礎学力）

学位プログラム
単位で
保証すべき力

大学全体で
保証すべき力

DP

AP

大
学
の
学
修
成
果
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お
わ
り
に

　

入
学
前
教
育
の
充
実
は
大
学・

短
期
大
学
全
体
で
実
践
す
べ
き

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
で
既
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
学
生
に

と
っ
て
、
さ
ら
に
大
学・

短
期
大
学
の
教
職
員
に
と
っ
て
、
よ
り

よ
い
高
大
接
続
教
育
と
は
何
な
の
か
、
今
後
も
探
究
し
て
い
き
た

い
。 
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